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(57)【要約】
【課題】複数の遊技機で連動演出を実行しつつ、遊技者
の多様な嗜好を満たすことができる遊技機を提供する。
【解決手段】パチンコ機５０のサブ統合制御装置８３は
、演出図柄表示装置６で画像演出表示、スピーカ３０で
音声演出、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａで枠ランプ表
示演出、盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂで盤ランプ表示
演出、を行う。また、遊技の進行に伴って発生する事象
を演出する通常演出と、所定の実行時期の到来によって
複数のパチンコ機で一斉に実行されるライヴ演出が重複
するとき、ジョグダイヤル６８および演出ボタン６７の
操作によって、通常演出またはライヴ演出の何れを優位
演出とするかを決定し、ライヴ演出実行時の演出図柄表
示装置６の画像演出表示は、決定された優位演出に相当
する通常演出またはライヴ演出とする。よって、一斉実
行されるライヴ演出の効果を維持しつつ、一部の通常演
出を望む遊技者の嗜好を充足させる。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行を統括制御する主制御手段と、
　該主制御手段からの制御コマンドに基づき各種演出手段を用いて音声演出および表示演
出を実行するサブ制御手段と、
　遊技者による操作が可能な操作手段と、を備え、
　前記サブ制御手段は、
　前記遊技の進行に伴って発生する事象を演出する通常演出と、
　該通常演出の実行中か否かに拘わらず所定の実行時期の到来により開始する特別演出と
、に係る演出制御を行い、
　前記特別演出の所定の実行時期に係る計時を行う計時手段と、
　前記操作手段の操作結果に因り通常演出又は特別演出の何れを他方より優位な優位演出
とするかについて決定する優位演出決定手段と、
　前記特別演出と前記通常演出が重複して実行されるとき、前記優位演出決定手段により
決定された優位演出に係る前記表示演出を優先実行する優位演出優先実行手段と、を備え
、
　前記通常演出と前記特別演出は各々異なるシーケンスラインにより実行され、
　前記優位演出決定手段は、
　前記特別演出と前記通常演出が重複して実行しているとき、前記操作手段の操作結果に
因り実行中の優位演出を変更する優位演出変更手段を備え、
　前記優位演出優先実行手段は、
　前記優位演出変更手段により優位演出に変更された通常演出又は特別演出に対応した前
記シーケンスラインに切り換えることで優先実行すること、
　を特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記サブ制御手段は、
　前記優位演出変更手段による変更が可能な旨を報知する変更可能報知手段を備えたこと
、
　を特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項２に記載の遊技機において、
　前記変更可能報知手段は、
　所定条件の成立に基づいて前記報知を行うこと、
　を特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技の進行に伴って演出を実行する遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機が実行する演出は、音声、枠ランプ表示、盤ランプ表示、及び液晶表示等の各種
演出手段を組み合わせることによって、遊技の進行に伴い発生する図柄の変動表示や大当
り遊技状態等の興趣向上を目的として実行されるのが一般的に知られている。
　このような遊技の進行に伴い発生する事象に係る演出（本発明の通常演出）に止まらず
、遊技機メーカは遊技の更なる面白みを追求して、様々な演出の考案を行っている。
　例えば特許文献１には、遊技機の背面側に設けられた演出実行番号指定手段によって該
遊技機に演出実行番号を指定して、指定された演出実行番号に基づいて、他の遊技機と連
動した連動演出を開始させる開始時間を決定し、ＲＴＣ或いはカウンタ計測手段（内部時
計）等により特定の時間が計時されてから、開始時間が経過すると、他の遊技機と連動し
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た連動演出を実行する遊技機について記載されている。
　この特許文献１に記載の技術を用いて、すなわち一方で通常演出を実行しつつ、他方で
は、ＲＴＣ或いはカウンタ計測手段（内部時計）等により計時された所定のタイミングが
到来すると、複数の遊技機が連動して一斉に同じ連動演出（本発明の特別演出）を実行す
る、つまり、遊技機島設備に設置された多数の遊技機が一斉に同じ演出を行う遊技機の開
発が可能となる。このような演出が遊技者に与える迫力は、個々の遊技機で演出を行う場
合と比較して、飛躍的に増し、多数の遊技機の演出が同調する様は、興趣溢れる状態とな
る。
　なお、通常演出と連動演出の実行時期が重複する場合には、連動演出の興趣を提供した
いという開発コンセプトに従えば、当然通常演出は抑制され、連動演出が優先して実行さ
れる傾向にあり、これにより、一斉に行われる連動演出の面白みを更に増すことが期待出
来る。
【０００３】
　ところが、このようなコンセプトに従って開発された遊技機は、次のような問題を抱え
ることになる。つまり、通常演出と連動演出が時間的に重複してしまい、連動演出が主に
優先して実行される場合、遊技者の嗜好は多様であるため、必ずしも誰もが上述したよう
な一斉に実行される連動演出を好むとは限らない。また、当初は連動演出を楽しんだ遊技
者であっても、例えば連動演出が比較的に短い間隔で反復継続して実行されるような場合
は、徐々にこれを疎ましく感じるようになり、寧ろ遊技の進行に伴い実行される通常演出
（大当り演出や変動表示演出）を主に楽しみたいと感じるようになる場合も当然ながら想
定される。
　このような、遊技者の多様で移ろいやすい嗜好を満足させる技術として、特許文献２に
は、演出内容が異なる複数種類の遊技演出の中から遊技者が一つの遊技演出を選択するた
めの選択手段を備えた遊技機について記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２９９４１号公報
【特許文献２】特開２００４－８９３３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、上述した遊技機すなわち、遊技の進行に従って通常演出を実行しつつ、該通
常演出の実行中であっても所定のタイミングが到来すると他の遊技機と連動して一斉に、
且つ通常演出に優先して連動演出を実行する遊技機に対して、特許文献２に記載の技術を
適用した場合、演出手段の全て（音、枠ランプ表示、盤ランプ表示、や液晶表示等）が、
当然ながら、選択した演出（遊技演出）の演出内容に変更制御されることになる。
【０００６】
　したがって、或る遊技者が連動演出を忌避して通常演出を選択したとすると、当該遊技
機は全ての演出手段を用いて通常演出を優先的に実行するので、確かに当該遊技者の嗜好
を満たすことは出来る。
【０００７】
　しかしながら、連動演出を実行する複数の遊技機の中で当該遊技機が通常演出を実行す
る状態は、演出の統一性を欠き、期待された効果を奏することは出来ない。複数の遊技機
が一斉に連動演出を行うことで統一感の有る演出を実現するという開発コンセプトを堅持
すると、連動演出よりも通常演出を望む一部の遊技者の嗜好は、一切満たすことが出来な
かった。
【０００８】
　本願発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、複数の遊技機で一斉に連動演出を実
行する状態を実現しつつ、可能な限り遊技者の多様な嗜好を満たすことができる遊技機を
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提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題に鑑みてなされた請求項１に記載の発明は、
　遊技の進行を統括制御する主制御手段と、
　該主制御手段からの制御コマンドに基づき各種演出手段を用いて音声演出および表示演
出を実行するサブ制御手段と、
　遊技者による操作が可能な操作手段と、を備え、
　前記サブ制御手段は、
　前記遊技の進行に伴って発生する事象を演出する通常演出と、
　該通常演出の実行中か否かに拘わらず所定の実行時期の到来により開始する特別演出と
、に係る演出制御を行い、
　前記特別演出の所定の実行時期に係る計時を行う計時手段と、
　前記操作手段の操作結果に因り通常演出又は特別演出の何れを他方より優位な優位演出
とするかについて決定する優位演出決定手段と、
　前記特別演出と前記通常演出が重複して実行されるとき、前記優位演出決定手段により
決定された優位演出に係る前記表示演出を優先実行する優位演出優先実行手段と、を備え
、
　前記通常演出と前記特別演出は各々異なるシーケンスラインにより実行され、
　前記優位演出決定手段は、
　前記特別演出と前記通常演出が重複して実行しているとき、前記操作手段の操作結果に
因り実行中の優位演出を変更する優位演出変更手段を備え、
　前記優位演出優先実行手段は、
　前記優位演出変更手段により優位演出に変更された通常演出又は特別演出に対応した前
記シーケンスラインに切り換えることで優先実行すること、
　を特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記サブ制御手段は、
　前記優位演出変更手段による変更が可能な旨を報知する変更可能報知手段を備えたこと
、
　を特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、
　請求項２に記載の遊技機において、
　前記変更可能報知手段は、
　所定条件の成立に基づいて前記報知を行うこと、
　を特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に記載の発明によれば、計時手段の計時によって所定の実行時期が到来して他
の遊技機とタイミングを同じくして特別演出が開始されるとき、通常演出を優位演出決定
手段により決定すると、通常演出に係る表示演出を優先実行することで、特別演出実行に
よる他の遊技機との連動した演出の興趣を維持しつつ、通常演出を選択した遊技者の嗜好
を一定レベルで満たすことができる。
【００１３】
　また、通常演出と特別演出を異なるシーケンスラインにより実行されるので、不定なタ
イミングで優位演出の変更操作が行われても、通常演出と特別演出の切換えが不具合無く
実行できる。
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【００１４】
　請求項２に記載の発明によれば、変更可能報知手段によって優位演出を変更することが
可能なタイミングが報知されるので、遊技者は希望する演出を優位演出とする時期を容易
に認識でき、また希望しない演出を忍従させることなく変更を促すことで、遊技者の多様
な嗜好を充足させることができる。
【００１５】
　請求項３に記載の発明によれば、変更可能な旨の報知を、無条件で常時行うのではなく
、所定条件の成立に基づいて実行することにより、変更を希望しない遊技者が煩わしく感
じることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第一実施形態のパチンコ機の正面図である。
【図２】第一実施形態のパチンコ機の遊技盤の正面図である。
【図３】第一実施形態のパチンコ機の裏面図である。
【図４】第一実施形態のパチンコ機の電気的構成を示すブロック図である。
【図５】第一実施形態におけるメインルーチンについてのフローチャートである。
【図６】第一実施形態における始動口入賞確認処理についてのフローチャートである。
【図７】第一実施形態における当否判定処理についてのフローチャートである。
【図８】第一実施形態における当否判定処理についてのフローチャートである。
【図９】第一実施形態における当否判定処理についてのフローチャートである。
【図１０】第一実施形態における当否判定処理についてのフローチャートである。
【図１１】第一実施形態における大当り遊技処理についてのフローチャートである。
【図１２】第一実施形態における大当り遊技処理についてのフローチャートである。
【図１３】第一実施形態における大当り遊技処理についてのフローチャートである。
【図１４】第一実施形態におけるサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理
１についてのフローチャートである。
【図１５】第一実施形態におけるサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出表
示態様を説明する説明図である。
【図１６】第一実施形態におけるサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出表
示態様を説明する説明図である。
【図１７】第一実施形態におけるサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出表
示態様を説明する説明図である。
【図１８】第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理２につ
いてのフローチャートである。
【図１９】第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する特別演出優先実行処理２につ
いてのフローチャートである。
【図２０】第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出表示態様
を説明する説明図である。
【図２１】第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出表示態様
を説明する説明図である。
【図２２】第三実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理３につ
いてのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。なお、本発明の実施の形態は
、下記の実施形態に何ら限定されることはなく、本発明の技術的範囲に属する限り種々の
形態を採りうる。
【００１８】
　［第一実施形態］
　［構成の説明］
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　（１）全体の構成について
　図１に示すように、本実施形態のパチンコ機５０は、縦長の固定外郭保持枠をなす外枠
５１にて各構成を保持する構造を有している。外枠５１の左側上下にはヒンジ５３が設け
られており、ヒンジ５３により、板ガラス６１が嵌め込まれた前枠（ガラス枠）５２及び
後述の内枠７０（図３参照）が、外枠５１に対し開閉可能に保持される。また、前枠５２
の板ガラス６１の奥には、内枠７０に保持された遊技盤１（図２）が設けられている。
【００１９】
　前枠５２の上部の左右両側にはスピーカ６６が設置されており、これらにより実行され
る本発明の通常演出や特別演出に対応した遊技音が出力され、遊技の趣向性を向上させる
。
　すなわち、スピーカ６６は、本発明の各種演出手段の一つとして構成され、スピーカ６
６を用いて出力される音声により、本発明の音声演出が実行される。
【００２０】
　また、前枠５２には、遊技状態に応じて発光する枠側装飾ランプ６５のほか、遊技の異
常を報知するＬＥＤが設けられている。
　なお、枠側装飾ランプ６５は、後述する枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａを構成し、本発
明の各種演出手段の一つである。該枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａを用いることで、本発
明の通常演出や特別演出に対応した枠ランプ表示演出が実行される。
【００２１】
　前枠５２の下部には、上皿５５と下皿６３とが一体に形成されている。また、下皿６３
の右側には発射ハンドル６４が設けられており、該発射ハンドル６４を時計回りに操作す
ることにより発射装置が作動し、上皿５５から供給された遊技球が遊技盤１に向けて発射
される。
【００２２】
　下皿６３は、上皿５５から溢れた賞球を受けるよう構成されており、球抜きレバーを操
作することで、下皿６３に溜まった遊技球を遊技店に備えられたドル箱に移すことができ
る。また、上皿５５の中央には、演出ボタン６７及びジョグダイヤル６８が設けられてい
る。
　演出ボタン６７及びジョグダイヤル６８は、本発明の操作手段を構成する。後で詳述す
るが（図１５及び図１６参照）、演出ボタン６７及びジョグダイヤル６８の所定の操作に
よって、本発明の通常演出又は特別演出の何れかを優位演出として決定、或いは既に優位
演出として決定されている通常演出又は特別演出を任意に変更可能とする手段として構成
されている。
【００２３】
　本パチンコ機５０は、いわゆるＣＲ機であり、プリペイドカードの読み書きを行うプリ
ペイドカードユニット（ＣＲユニット）５６が付属されていると共に、上皿５５の右側に
は球貸ボタン５７，精算ボタン５８，精算表示装置５９が設けられている。
【００２４】
　なお、図１の３９は、前枠５２及び前記内枠７０を外枠５１にロックするシリンダ錠で
あり、該シリンダ錠３９に所定の鍵を挿入して鍵を時計回りに操作すると、内枠７０が開
放され、反時計回りに操作すると、前枠５２が開放される。
【００２５】
　また、図２に示すように、遊技盤１には、外レール２ａと内レール２ｂとによって囲ま
れた略円形の遊技領域３が形成されている。遊技領域３には、その中央部にセンターケー
ス５が装着され、センターケース５に向かって左横には、普通図柄作動ゲート１７が設置
されている。普通図柄作動ゲート１７を遊技球が通過すると、普通図柄の当否抽選用の複
数種類の乱数が抽出され、抽出された乱数に基づく当否判定（普通図柄抽選）が行なわれ
る。
【００２６】
　センターケース５の直下には、遊技球の入球に起因して、特別図柄（特図とも記載）の
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変動表示を伴う大当り抽選が行われる第１始動口１１及び第２始動口１２が、上下に並ん
で配設されている。本パチンコ機５０は、第１始動口１１への入球により変動する第１特
別図柄（第１特図）と、第２始動口１２への入球により変動する第２特別図柄（第２特図
）との２種類の特別図柄を備える。第１始動口１１は、常時遊技球が入球可能に構成され
ているが、第２始動口１２は、普通図柄抽選での当選により開放される普通電動役物とし
て構成されており、開放時のみ入球可能となっている。
【００２７】
　第１始動口１１に遊技球が入球すると、第１特図に対応する複数種類の乱数が抽出され
、第１保留記憶として記憶されると共に、第２始動口１２に遊技球が入球すると、第２特
図に対応する複数種類の乱数が抽出され、第２保留記憶として記憶される。
【００２８】
　普通電動役物として構成された第２始動口１２は、普通図柄抽選での当選時に、所定時
間の開放が行われる。
　第２始動口１２の下方には、大当り抽選で当ると行われる大当り遊技の際に開放される
特別電動役物からなる大入賞口１４が配設されている。また、遊技領域３における向かっ
て左下の領域には、複数の一般入賞口３１～３４が配設されている。
【００２９】
　遊技盤１における向かって右下の領域には、７セグメントの第１特図表示装置９及び第
２特図表示装置１０と、４個のＬＥＤからなる第１特図保留数表示装置１８及び第２特図
保留数表示装置１９と、２個のＬＥＤからなる普通図柄表示装置７と、４個のＬＥＤから
なる普図保留数表示装置８が設置されている。
【００３０】
　図２に示す遊技盤１のセンターケース５には、中央に演出図柄表示装置６（全体の図示
は省略）のＬＣＤパネルが配設され、ＬＣＤパネルの画面上では、演出図柄の変動表示等
を行うことで、第１，第２特図に対応する大当り抽選の結果を報知する図柄演出が行われ
る。
【００３１】
　また、本実施形態の演出図柄表示装置６は、上述した図柄演出の他に、大当り遊技状態
を盛り上げる大当り演出といった実行時期が不定な本発明の通常演出に係る表示演出（画
像表示演出）や、予め定められた時期の到来により実行される本発明の特別演出に係る表
示演出（画像表示演出）を実行する本発明の各種演出手段の一つとして構成される。
【００３２】
　本実施形態の演出図柄表示装置６について補足説明する。演出図柄表示装置６に配設さ
れるＬＣＤパネルの画面（図１５を参照）は、メイン表示領域６ａと、該メイン表示領域
６ａの左下隅部に配設されると共にメイン表示領域６ａよりも小さな面積で形成されるサ
ブ表示領域６ｂと、を区分して備える。
　メイン表示領域６ａは、その表示領域の面積の大きさにおいて、サブ表示領域６ｂより
演出機能が優るようになっている。通常演出と特別演出のうち、遊技者により優位と選択
された演出に係る画像表示演出は、メイン表示領域６ａにて表示され、一方、劣位と選択
された側の画像表示演出は、サブ表示領域６ｂに表示されるように構成されている。
【００３３】
　したがって、本実施形態では、通常演出と特別演出の実行時期が重複してしまった場合
、優位と選択されなかった、すなわち劣位と選択された演出であっても、その画像表示演
出はサブ表示領域６ｂにて表示されるようになっている。
【００３４】
　また、センターケース５には、周知のものと同様にワープ入口、ワープ樋、ステージ等
が設けられている。
　なお、遊技盤１の遊技領域３には多数の遊技釘４が植設されており、盤面最下部にはア
ウト口が設けられている。
【００３５】
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　さらに、図示しないが、遊技盤１には随所に本発明の盤ランプ表示演出を実行する発光
部材（例えば、ＬＥＤやランプ等）として、後述する盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂ（図
４参照）が設けられている。盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂは、本発明の各種演出手段の
一つとして構成され、該盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂを用いることで、本発明の通常演
出や特別演出に対応した盤ランプ表示演出が実行される。
【００３６】
　すなわち、上述したように本実施形態では、本発明の通常演出や特別演出を、各種演出
手段としてのスピーカ６６、盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂ、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３
１ａ、および演出図柄表示装置６を用いて、音声演出および表示演出を実行する。また、
本発明の各種演出手段は、各々が個別に通常演出または特別演出の何れかに対応して作動
可能に構成されている。例えば、スピーカ６６および枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａが特
別演出に対応し、一方盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂおよび演出図柄表示装置６が通常演
出に対応した演出を実行可能な構成となっている。
【００３７】
　ここで、本発明の表示演出と、上述した実施形態の構成との対応関係を説明する。本発
明の表示演出は、少なくとも、画像表示演出とランプ表示演出を備える。さらに、ランプ
表示演出は、盤ランプ表示演出と枠ランプ表示演出を備える。そして、画像表示演出は、
演出図柄表示装置６を用いて実行される。盤ランプ表示演出は盤用各種ＬＥＤ、ランプ３
１ｂを用いて実行される。枠ランプ表示演出は枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａを用いて実
行される。
【００３８】
　また、図３に示すように、パチンコ機５０の裏側は、遊技盤１を脱着可能に取付ける内
枠７０が外枠５１に収納された構成となっている。内枠７０は、前枠５２と同様、一方の
側縁（図３に向かって右側）の上下位置が外枠５１に設けられたヒンジ５３に結合され、
開閉可能に設置されている。内枠７０には、遊技球流下通路が形成されており、上方（上
流）から球タンク７１、タンクレール７２、払出ユニット７３が設けられ、払出ユニット
７３の中には払出装置が設けられている。この構成により、遊技盤１の入賞口に遊技球が
入賞すると、球タンク７１に貯留されている所定個数の遊技球（賞球）が払出装置から払
い出され、流下通路を通り上皿５５に払い出される。また、本実施形態では、払出装置は
、球貸ボタン５７の操作に応じて遊技球（貸球）を払い出すよう構成されている。
【００３９】
　また、パチンコ機５０の裏側には、主制御装置８０、払出制御装置８１、演出図柄制御
装置８２、サブ統合制御装置８３、発射制御装置８４（図４参照）、電源基板８５が設け
られている。主制御装置８０，演出図柄制御装置８２，サブ統合制御装置８３は、遊技盤
１に設けられ、払出制御装置８１，発射制御装置８４，電源基板８５は、内枠７０に設け
られている。なお、図３では発射制御装置８４が記載されていないが、発射制御装置８４
は、払出制御装置８１の奥側（遊技盤１側）に配されている。
【００４０】
　なお、電源基板８５には、コンデンサ等から構成され、主制御装置８０のＲＡＭのバッ
クアップを行う周知のバックアップ装置（バックアップ電源）が設けられており、パチン
コ機５０への電源供給が停止した後も、一定時間にわたり主制御装置８０のＲＡＭの内容
を保持する構成となっている。
【００４１】
　また、球タンク７１の右側には、外部接続端子板７８が設けられており、外部接続端子
板７８により、遊技状態や遊技結果を示す信号が図示しないホールコンピュータ８７（図
４参照）へ送られる。
　（２）電気的構成について
　次に、パチンコ機５０の電気的構成について説明する。このパチンコ機５０は、図４の
ブロック図に示すとおり、主制御装置８０を中心にして構成されている。なお、このブロ
ック図には、単に信号を中継するいわゆる中継基板や電源基板等は記載されていない。ま
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た、詳細な図示は省略するが、主制御装置８０、払出制御装置８１、演出図柄制御装置８
２、サブ統合制御装置８３のいずれもＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、入力ポート、出力ポート
等を備えている。また、発射制御装置８４、電源基板にはＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭは設け
られていないが、これに限るわけではなく、発射制御装置８４等にＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡ
Ｍ等を設けてもよい。
【００４２】
　主制御装置８０には、第１始動口１１に入球した遊技球を検出する第１始動口ＳＷ１１
ａ、第２始動口１２に入球した遊技球を検出する第２始動口ＳＷ１２ａ、普通図柄作動ゲ
ート１７に進入した遊技球を検出する普通図柄作動ＳＷ１７ａ、大入賞口１４に入球した
遊技球を計数するための第１カウントＳＷ１４ａ、一般入賞口３１乃至３４に入球した遊
技球を検出する一般入賞口ＳＷ１３等からの検出信号が入力される。
【００４３】
　主制御装置８０は、搭載しているプログラムに従って動作して、上述の検出信号等に基
づいて遊技の進行に関わる各種のコマンドを生成し、払出制御装置８１及びサブ統合制御
装置８３に出力する。
　主制御装置８０は、遊技の進行を統括制御する本発明の主制御手段を構成する。
【００４４】
　また、主制御装置８０は、図柄表示装置中継端子板４２を介して接続されている第１特
図表示装置９，第２特図表示装置１０，第１特図保留数表示装置１８，第２特図保留数表
示装置１９，普通図柄表示装置７，普図保留数表示装置８の表示を制御する。
【００４５】
　さらに、主制御装置８０は、大入賞口ソレノイド１５を制御することで大入賞口の開閉
を制御し、普電役物ソレノイド１６を制御することで第２始動口１２の開閉を制御する。
　主制御装置８０からの出力信号は試験信号端子にも出力されるほか、図柄変動や大当り
等の管理用の信号が外部接続端子板４６に出力されてホールコンピュータ８７に送られる
。
【００４６】
　主制御装置８０と払出制御装置８１とは双方向通信が可能である。
　払出制御装置８１は、主制御装置８０から送られてくるコマンドに応じて払出モータ２
１を稼働させて賞球を払い出させる。第一実施形態においては、賞球として払い出される
遊技球を計数するための払出ＳＷ２２の検出信号は払出制御装置８１に入力され、払出制
御装置８１で賞球の計数が行われる構成を用いる。この他にも主制御装置８０と払出制御
装置８１に払出ＳＷ２２の検出信号が入力され、主制御装置８０と払出制御装置８１の双
方で賞球の計数を行う構成も考えられる。
【００４７】
　なお、払出制御装置８１は、ガラス枠閉鎖ＳＷ９０，内枠閉鎖ＳＷ９１，球切れＳＷ２
０，払出ＳＷ２２，満杯ＳＷ２３からの信号が入力され、満杯ＳＷ２３により下皿６３が
満タンであることを示す信号が入力された場合や、球切れＳＷ２０により球タンク７１に
遊技球が少ない或いは無いことを示す信号が入力された場合には、払出モータ２１を停止
させ、賞球の払出動作を停止させる。また、満杯ＳＷ２３，球切れＳＷ２０も、その状態
が解消されるまで信号を出力し続ける構成になっており、払出制御装置８１は、その信号
が出力されなくなることに起因して払出モータ２１の駆動を再開させる。
【００４８】
　また、払出制御装置８１は、ＣＲユニット端子板４３を介してＣＲユニット（プリペー
ドカードユニット）５６と交信することで払出モータ２１を作動させ、貸し球を排出する
。払出された貸し球は払出ＳＷ２２に検出され、検出信号は払出制御装置８１に入力され
る。また、ＣＲユニット端子板４３は、精算表示装置５９とも双方向通信可能に接続され
ており、精算表示装置５９には、遊技球の貸出しを要求するための球貸ボタン５７、精算
を要求するための精算ボタン５８が設けられている。
【００４９】
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　また、払出制御装置８１は、外部接続端子板４６を介して、賞球に関する情報、枠（内
枠，前枠）の開閉状態を示す情報などをホールコンピュータ８７に送信するほか、発射制
御装置８４に対して発射停止信号を送信する。
【００５０】
　なお、本実施例では遊技球を払出す構成であるが、入賞等に応じて発生した賞球を払い
出さずに記憶する封入式の構成にしても良い。
　発射制御装置８４は、発射モータ２９を制御して、遊技領域３に遊技球を発射させる。
【００５１】
　なお、発射制御装置８４には、払出制御装置８１以外に、発射ハンドル６４からの回動
量信号、タッチＳＷ２８からのタッチ信号、発射停止ＳＷ２７から発射停止信号が入力さ
れる。
【００５２】
　回動量信号は、遊技者が発射ハンドル６４を操作することで出力され、タッチ信号は遊
技者が発射ハンドル６４を触ることで出力され、発射停止スイッチ信号は、遊技者が発射
停止ＳＷ２７を押すことで出力される。なお、タッチ信号が発射制御装置８４に入力され
ていなければ、遊技球は発射できないほか、発射停止スイッチ信号が入力されているとき
には、遊技者が発射ハンドル６４を触っていても遊技球は発射出来ないようになっている
。
【００５３】
　サブ統合制御装置８３は、主制御装置８０から送信されてくるデータ及びコマンドを受
信し、それらを演出表示制御用、音制御用及びランプ制御用のデータに振り分けて、演出
表示制御用のコマンド等は演出図柄制御装置８２に送信し、音制御用及びランプ制御用は
自身に含まれている各制御部位（音声制御装置及びランプ制御装置としての機能部）に分
配する。
【００５４】
　そして、音声制御装置としての機能部は、音声制御用のデータに基づいて音ＬＳＩを作
動させることによってスピーカ６６からの音声出力を制御し、ランプ制御装置としての機
能部は、ランプ制御用のデータに基づいてランプドライバを作動させることによって枠用
各種ＬＥＤ、ランプ（図には、枠用ＬＥＤ、ランプと記載）３１ａ、及び盤用各種ＬＥＤ
、ランプ（図には、盤用ＬＥＤ、ランプと記載）３１ｂを制御する。
【００５５】
　また、サブ統合制御装置８３には、演出ボタン６７，ジョグダイヤル６８が接続されて
おり、遊技者が演出ボタン６７，ジョグダイヤル６８を操作した際には、その信号がサブ
統合制御装置８３に入力される。
【００５６】
　サブ統合制御装置８３と演出図柄制御装置８２とは双方向通信が可能である。
　演出図柄制御装置８２は、サブ統合制御装置８３から受信したデータ及びコマンド（共
に主制御装置８０から送信されてきたものとサブ統合制御装置８３が生成したものとがあ
る）に基づいて演出図柄表示装置６を制御して、演出図柄の変動表示（図柄演出）、大当
り遊技状態の演出表示、演出用の保留表示、及び演出用の先読み保留表示等の演出画像（
画面）を表示させる。
【００５７】
　サブ統合制御装置８３は、このような遊技の進行に従って不定期に発生する事象に関す
る演出、すなわち本発明の通常演出の内の表示演出（画像表示演出）を、演出手段として
の演出図柄表示装置６を用いて実行するよう構成されている。
【００５８】
　更に本実施形態のサブ統合制御装置８３は、後述する優先演出選択制御処理１（図１４
参照）にて特別演出実行カウンタを備え、該カウンタの値が所定値となることによって、
本発明の特別演出としての定時実行演出（ライヴ演出）や、カウントダウン演出を、演出
手段としての演出図柄表示装置６を用いて実行するよう構成されている。
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【００５９】
　特別演出実行カウンタは、電源投入時および特別演出終了時に初期設定値に設定され、
該設定後は定時割り込み処理毎にカウンタ値を１ずつ減算するように構成されている。サ
ブ統合制御装置８３は、カウンタ値が所定値となることでカウントダウン演出を実行開始
し、０となることで特別演出を実行開始する。したがって、特別演出は、特別演出実行カ
ウンタに設定される初期設定値によって、電源投入から予め定められたタイミングで実行
され、該特別演出の終了後は一定の間隔で、反復継続して実行される。
　カウントダウン演出に関しても、特別演出実行カウンタが所定値と合致する都度、反復
継続して実行される。
【００６０】
　ここで、本発明の特別演出が複数のパチンコ機にて実行された際の、各種演出手段の演
出効果に係る違いについて説明する。
　先ず、音声演出を実行するスピーカ６６は、当該パチンコ機５０にて遊技を行う遊技者
に向けて音声演出を行う。但し、現状の遊技店では個々のパチンコ機に対応して遊技空間
が遮蔽されてはいないので、その音声は、無論、当該パチンコ機５０に対向位置にある遊
技者のみならず、周囲の空間にも届く。さらに、昨今の遊技機は、高性能のスピーカを搭
載する傾向にあり、当該パチンコ機５０が発生する音声は、遊技機島設備の他のパチンコ
機にも著しい影響を及ぼす可能性がある。特別演出は、複数のパチンコ機にて一斉に実行
することで、この音声演出の効果を最大限に引き出すことができる。
【００６１】
　詳述すると、パチンコ遊技は、通常、一台毎に遊技の進行が異なることから、他のパチ
ンコ機と音声が同期することは極稀にしか起こり得ない。そのため通常、遊技店（ホール
）における音声演出では、自己が遊技しているパチンコ機から発生する音声、換言すれば
当該遊技者の前方から発生される音声によってのみ体感せざるを得ず、左右に隣接するパ
チンコ機からは異なる音声が発生されるのが実状である。
　この点、本発明の特別演出が複数のパチンコ機にて実行されると、特別演出に係る音声
演出を、同じ島に設置された複数のパチンコ機で一斉に実行することになる。それにより
、左右（当該遊技者の背後に位置する島のパチンコ機も同期している場合は前後も）から
も同じ音声が同期して発生されるとともに、不協和音となる他の異なる音声がない状況に
なるため、音量の増加および雑音の低減（排除）が実現され、発生される音声を非常に聞
き取りやすくなる、という効果を奏し得る。
　このことから、各種演出手段の中でも、音声演出は最も高い演出効果を奏し、他の遊技
機への影響も極めて高い演出といえる。
【００６２】
　次いで、枠ランプ表示演出を実行する枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａについて説明する
。昨今の遊技機の枠用各種ＬＥＤ、ランプは、実行される演出に個別に対応した発光態様
を備えるものが多く、遊技者の興趣を効果的に盛り上げる重要な手段となっている。加え
て、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａは、前方に向かって大きく膨出した枠部材に設けられ
ることにより、遊技機島設備の島端近傍からでも当該パチンコ機５０が、どのような遊技
状態にあるかを一目瞭然に判断可能である。本発明の特別演出が複数の遊技機で実行され
た際には、何れのパチンコ機も同じ枠ランプ表示を実行し、一糸乱れること無い演出態様
が実現され、上述した音声演出との相乗効果が期待できる。したがって、枠ランプ表示演
出は、音声演出に次いで、演出効果および他の遊技機への影響力の高い演出である。
【００６３】
　次に、盤ランプ表示演出を実行する盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂについて説明する。
盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂは、遊技盤１に備えられる。したがって、上記前方に向か
って大きく膨出した枠部材よりも後方の奥まった箇所に配設される。これにより、枠用各
種ＬＥＤ、ランプ３１ａと同様に、実行される演出に個別に対応した発光態様を備えるも
のの、島端からは枠部材に遮蔽されて発光態様が視認し難い。このことから、枠用各種Ｌ
ＥＤ、ランプ３１ａよりも演出効果および他の遊技機への影響力の低い演出である。
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【００６４】
　さらに、画像表示演出を実行する演出図柄表示装置６について説明する。演出図柄表示
装置６は、盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂが設けられた遊技盤１のセンターケース５に設
けられている。通常、センターケース５は、前方にせり出したセンター枠飾り部により周
囲を縁取りされ、該センター枠飾り部より一段、後方に退行した位置に演出図柄表示装置
６のＬＣＤパネルが配設されている。演出図柄表示装置６は、演出内容に対応して極めて
具体的で興趣溢れる画像を表示することにより、著しく高い演出効果を奏する。しかし、
遊技盤１より後方に位置し且つセンター枠飾り部により遮蔽されることで、島端からはそ
の演出内容を明確に視認することは困難である。したがって、演出図柄表示装置６が実行
する画像表示演出は、当該パチンコ機５０で遊技する遊技者に限って大きな演出効果を与
えるが、他の遊技機への影響力においては、他の演出と比較して非常に低い演出である。
　このように、本発明の各種演出手段を用いた演出は、演出効果や他の遊技機への影響力
において、各々格差が生じ、上述した優劣関係に位置付けることができる。
【００６５】
　さらに、上述した計時手段（例えば、特別演出実行カウンタ）が計時する所定の実行時
期の到来により実行される特別演出を備えた遊技機について触れておく。このような遊技
機を遊技店が遊技機島設備に複数設置し、且つ遊技機島設備単位で一括して電源投入した
場合、当該複数の遊技機で特別演出が時期を同じくして実行可能となる。このような状態
は、当該複数の遊技機の何れかで遊技する遊技者や、当該遊技機島設備の近傍にいる者に
、極めて強いインパクトを与えることが出来るものである。
【００６６】
　なお、繰り返すが、本実施形態では計時手段として特別演出実行カウンタを備え、複数
の遊技機に一括して電源投入することにより、前記複数の遊技機が同時期に特別演出を開
始することができる。また、後述するが、本実施形態の特別演出実行カウンタは電源投入
に基づいて初期設定値（例えば１時間に相当するカウント値）が設定される。このように
構成することで、遊技店が任意の時刻に特別演出を実行開始することができる。つまり、
遊技店は或る特定の時刻に特別演出（初回）を開始したいとするならば、その特定の時刻
から初期設定値に相当する時間だけ遡った時刻に一括電源投入を実行すれば良い。また、
２回目以降の特別演出を特定の時刻に実行したいならば、特定の時刻から、前記初期設定
値に相当する時間と特別演出の所要時間に基づいて算出した時間だけ、遡った時刻に一括
電源投入すれば良い。
【００６７】
　［動作の説明］
　次に、第一実施形態におけるパチンコ機５０の動作について説明する。
　パチンコ機５０は、遊技状態として、通常状態と、通常状態よりも大当り抽選での当選
確率が上昇する確変状態と、通常状態に比べ、普通図柄の変動時間が短縮されると共に、
普通図柄抽選での当選確率が上昇し、さらに、普通図柄抽選での当選時の普通電動役物（
第２始動口１２）の開放時間が長くなる時短状態を有している。
【００６８】
　そして、特定の特図で大当り抽選に当選すると、大当り遊技の終了後に、予め定められ
た継続回数の大当り抽選が行われるまでの間、確変状態や時短状態に移行する。なお、確
変状態と時短状態とに同時に移行する場合もある。また、特定の特図で大当り抽選に当選
した場合、新たに大当り抽選で当選するまでの間、確変状態や時短状態に移行する構成と
しても良いし、大当り抽選に当選した際の特図の種類に関らず、一定期間にわたり確変状
態や時短状態に移行する構成としても良い。
【００６９】
　以下では、第一実施形態におけるパチンコ機５０の動作について詳しく説明する。
　（１）メインルーチンについて
　まず、パチンコ機５０の主制御装置８０におけるメインルーチンについて、図５に記載
のフローチャートを用いて説明する。なお、このメインルーチンは、２ｍｓ周期のタイマ
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割り込み処理として起動される。
【００７０】
　Ｓ１０では、主制御装置８０は、正常なタイマ割り込みによりメインルーチンが起動さ
れたか否かを判定し、肯定判定が得られた場合には（Ｓ１０：Ｙｅｓ）、Ｓ２０に処理を
移行すると共に、否定判定が得られた場合には（Ｓ１０：Ｎｏ）、Ｓ１５に処理を移行す
る。
【００７１】
　Ｓ１５では、主制御装置８０は、ＣＰＵやＩ／Ｏ等の初期設定を行い、Ｓ８０に処理を
移行する。
　一方、Ｓ１０で肯定判定が得られた場合には、主制御装置８０は、初期値乱数の更新（
Ｓ２０），大当り決定用乱数の更新（Ｓ２５），大当り図柄決定用乱数の更新（Ｓ３０）
，当り決定用乱数の更新（Ｓ３５），リーチ判定用乱数の更新（Ｓ４０），変動パターン
決定用乱数の更新（Ｓ４５）を行う。
【００７２】
　そして、主制御装置８０は、始動口等といった入賞口への遊技球の入賞を検出する入賞
確認処理と（Ｓ５０）、始動口への入賞に起因して大当り抽選を行う当否判定処理と（Ｓ
５５）、大当り抽選で当選した際に、遊技者に所定の遊技価値を付与する大当り遊技を行
うための大当り遊技処理（Ｓ６０）を行う。また、遊技球の普通図柄作動ゲート１７の通
過に起因して普通図柄抽選等を行う普図当否判定処理と（Ｓ６５）、普通電動役物（第２
始動口１２）を開放することで普図遊技を行う普図遊技処理と（Ｓ６７）、遊技者の不正
行為を検出する不正監視処理と（Ｓ７０）、サブ統合制御装置８３等にデータ及びコマン
ドを送信し、また、ホールコンピュータ８７等に各種情報を送信する各出力処理と（Ｓ７
５）を行う。
【００７３】
　また、Ｓ８０では、主制御装置８０は、次のタイマ割込みが発生してメインルーチンが
起動されるまで、初期値乱数の更新を繰り返し行う。
　（２）始動入賞確認処理について
　次に、第１，第２始動口への入賞を検出し、該入賞に応じて保留記憶等を行う始動入賞
確認処理について、図６に記載のフローチャートを用いて説明する。なお、本処理は、メ
インルーチンから実行される入賞確認処理からコールされるサブルーチンとして構成され
ている。
【００７４】
　Ｓ１００では、主制御装置８０は、第１始動口ＳＷ１１ａの検出信号と、第２始動口Ｓ
Ｗ１２ａの検出信号とに基づき、第１始動口１１或いは第２始動口１２への遊技球の入賞
が発生したかを判定する。そして、肯定判定の場合は（Ｓ１００：Ｙｅｓ）、Ｓ１０５に
処理を移行し、否定判定の場合は（Ｓ１００：Ｎｏ）、本処理を終了する。
【００７５】
　Ｓ１０５では、主制御装置８０は、入賞が生じた始動口に対応する特図についての保留
記憶の数が、最大値（一例として４）未満か否かを判定する。そして、肯定判定の場合は
（Ｓ１０５：Ｙｅｓ）、Ｓ１１０に処理を移行し、否定判定の場合は（Ｓ１０５：Ｎｏ）
、本処理を終了する。
【００７６】
　Ｓ１１０では、主制御装置８０は、大当り抽選に用いられる大当り決定用乱数や、大当
り抽選で当った際に停止表示される図柄（当り図柄）を決定するための大当り図柄決定用
乱数や、図柄演出でリーチとなるか否かを決定するためのリーチ判定用乱数や、特別図柄
の変動時間等を決定するための変動パターン決定用乱数等を抽出する。そして、抽出した
乱数を、入賞が生じた始動口に対応する特図についての保留記憶として記憶し、Ｓ１１５
に処理を移行する。
【００７７】
　Ｓ１１５では、主制御装置８０は、新たに発生した保留記憶に係る大当り決定用乱数が
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特定値（大当り抽選で当りとなる値）であるか否かと、該保留記憶に係るリーチ判定用乱
数等が特定値（図柄演出でリーチとなる値）であるか否かを判定する先読み判定を行う。
そして、先読み判定の結果と、先読み判定が行われた保留記憶に対応する特図の種類（第
１特図であるか第２特図であるか）を示す先読みコマンドを生成し、サブ統合制御装置８
３に送信する（Ｓ１２０）。
【００７８】
　なお、先読みコマンドを受信したサブ統合制御装置８３は、該先読みコマンドに対応す
る保留記憶が消化されるまで、該先読みコマンドが示す先読み判定結果を保存する。
　続くＳ１２５では、主制御装置８０は、新たに発生した保留記憶に対応する特図につい
て、何個の保留記憶が生じているかを示す保留数コマンドを生成し、サブ統合制御装置８
３に送信し、本処理を終了する。
【００７９】
　なお、各特図に対応する保留記憶の数と、該保留記憶についての先読み判定の結果とを
示す一つのコマンドを生成し、該コマンドを、先読みコマンドや保留数コマンドに替えて
用いても良い。
【００８０】
　（３）当否判定処理について
　次に、保留記憶に係る大当り決定用乱数により大当り抽選を行う当否判定処理について
、図７～図１０のフローチャートを用いて説明する。なお、本処理は、メインルーチンの
モジュール（Ｓ５５）として実行される。
【００８１】
　まず、図７に関して、Ｓ２００では、主制御装置８０は、特別電動役物の作動中、すな
わち、大当り遊技の実行中であるか否かを判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ２
００：Ｙｅｓ）、本処理を終了し、否定判定の場合には（Ｓ２００：Ｎｏ）、Ｓ２０５に
処理を移行する。
【００８２】
　Ｓ２０５では、主制御装置８０は、第１特図或いは第２特図の変動表示中か否かを判定
する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ２０５：Ｙｅｓ）、図９のＳ２８５に処理を移行
し、否定判定の場合には（Ｓ２０５：Ｎｏ）、Ｓ２１０に処理を移行する。
【００８３】
　Ｓ２１０では、主制御装置８０は、第１特図或いは第２特図の確定表示中か否かを判定
する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ２１０：Ｙｅｓ）、図１０のＳ２９５に処理を移
行し、否定判定の場合には（Ｓ２１０：Ｎｏ）、図８のＳ２１５に処理を移行する。
【００８４】
　続いて図８に関して、Ｓ２１５では、主制御装置８０は、第２保留記憶の有無について
判定し、肯定判定の場合には（Ｓ２１５：Ｙｅｓ）、Ｓ２２０に処理を移行すると共に、
否定判定の場合には（Ｓ２１５：Ｎｏ）、Ｓ２２５に処理を移行する。
【００８５】
　Ｓ２２０では、主制御装置８０は、第２保留記憶の数をデクリメントすると共に、最も
古い第２保留記憶を選択し、Ｓ２３５に処理を移行する。
　Ｓ２２５では、主制御装置８０は、第１保留記憶の有無について判定し、肯定判定の場
合には（Ｓ２２５：Ｙｅｓ）、Ｓ２３０に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（
Ｓ２２５：Ｎｏ）、本処理を終了する。
【００８６】
　Ｓ２３０では、主制御装置８０は、第１保留記憶の数をデクリメントすると共に、最も
古い第１保留記憶を選択し、Ｓ２３５に処理を移行する。
　Ｓ２３５では、主制御装置８０は、確変状態であることを示す確変フラグが１か否かを
判定し、肯定判定の場合には（Ｓ２３５：Ｙｅｓ）、Ｓ２４０に処理を移行すると共に、
否定判定の場合には（Ｓ２３５：Ｎｏ）、Ｓ２４５に処理を移行する。
【００８７】
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　Ｓ２４０では、主制御装置８０は、選択された保留記憶に係る大当り判定用乱数と、確
変状態に対応する当否判定用テーブル（確変テーブル）に基づき、大当り抽選で当るか否
かを判定し、該保留記憶を消化する。そして、Ｓ２５０に処理を移行する。
【００８８】
　一方、Ｓ２４５では、主制御装置８０は、選択された保留記憶に係る大当り判定用乱数
と、確変状態でない場合に対応する当否判定用テーブル（通常テーブル）に基づき、大当
り抽選で当るか否かを判定し、該保留記憶を消化する。そして、Ｓ２５０に処理を移行す
る。
【００８９】
　Ｓ２５０では、主制御装置８０は、大当り抽選で当ったか否かを判定し、肯定判定の場
合には（Ｓ２５０：Ｙｅｓ）、Ｓ２５５に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（
Ｓ２５０：Ｎｏ）、Ｓ２７０に処理を移行する。
【００９０】
　Ｓ２５５では、主制御装置８０は、消化した保留記憶に係る大当り図柄決定用乱数に基
づき大当り図柄を決定する。そして、Ｓ２６０に処理を移行する。
　Ｓ２６０では、主制御装置８０は、消化した保留記憶に係る変動パターン決定用乱数等
に基づき特別図柄の変動時間等を決定し、Ｓ２６５に処理を移行する。
【００９１】
　Ｓ２６５では、主制御装置８０は、大当り図柄に応じて、大当り遊技のラウンド数や、
大当り遊技後に確変状態や時短状態となるか否かを設定し、Ｓ２８０に処理を移行する。
　一方、Ｓ２５０で否定判定が得られた場合に移行する（すなわち、大当り抽選で外れた
際に移行する）Ｓ２７０では、主制御装置８０は、消化した保留記憶に係るリーチ判定用
乱数や変動パターン決定用乱数等に基づき特別図柄の変動時間等を決定し、Ｓ２７５に処
理を移行する。なお、この特別図柄の変動時間に応じて、大当り抽選で外れる場合の図柄
演出の態様（リーチとなるかノーマル外れ（リーチとなることなく外れる図柄演出）とな
るか）が決定される。
【００９２】
　Ｓ２７５では、主制御装置８０は、確変状態中に実行可能な大当り抽選の残り回数（確
変回数）や、時短状態中に実行可能な大当り抽選の残り回数（時短回数）を示すカウンタ
の更新等を行い、Ｓ２８０に処理を移行する。
【００９３】
　Ｓ２８０では、主制御装置８０は、サブ統合制御装置８３に対し、大当り抽選後の第１
保留記憶及び第２保留記憶の数を示す保留数コマンドを送信する。
　また、消化した保留記憶に対応する特図の変動表示を開始すると共に、サブ統合制御装
置８３に対し特別図柄の変動時間等を示す（換言すれば、演出図柄の変動時間を示す）変
動開始コマンドを送信することで図柄演出を開始させる。さらに、サブ統合制御装置８３
に対し、停止表示させる演出図柄を指定する（大当りになる場合であれば、Ｓ２５５で決
定された当り図柄に対応する演出図柄が指定される）図柄指定コマンドを送信し、本処理
を終了する。
【００９４】
　なお、図柄指定コマンドは、換言すれば、大当り抽選の結果を示すと共に、大当りとな
った場合には、大当りの種類（確変状態や時短状態への移行を伴うかや、何ラウンドの大
当り遊技が行われるか）を示すコマンドであることを付言しておく。
【００９５】
　続いて図９に関して、第１特図或いは第２特図の変動表示中に移行するＳ２８５では、
主制御装置８０は、特図の変動時間が経過したか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ
２８５：Ｙｅｓ）、Ｓ２９０に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（Ｓ２８５：
Ｎｏ）、本処理を終了する。
【００９６】
　Ｓ２９０では、主制御装置８０は、特図の変動表示を終了し、特図の確定図柄を表示さ



(16) JP 2014-100478 A 2014.6.5

10

20

30

40

50

せると共に、サブ統合制御装置８３に対し演出図柄の確定表示を行わせる図柄確定コマン
ドを送信し、本処理を終了する。
【００９７】
　続いて図１０に関して、特図の確定表示中に移行するＳ２９５では、主制御装置８０は
、特図の確定表示の継続時間が終了したか否かを判定する。そして、肯定判定の場合には
（Ｓ２９５：Ｙｅｓ）、Ｓ３００に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（Ｓ２９
５：Ｎｏ）、本処理を終了する。
【００９８】
　Ｓ３００では、主制御装置８０は、特図の確定表示を終了し、Ｓ３０５に処理を移行す
る。
　Ｓ３０５では、主制御装置８０は、確定表示されていた特図が大当り時のものであるか
を判定し、肯定判定の場合には（Ｓ３０５：Ｙｅｓ）、Ｓ３１５に処理を移行すると共に
、否定判定の場合には（Ｓ３０５：Ｎｏ）、Ｓ３５０に処理を移行する。
【００９９】
　Ｓ３１５では、主制御装置８０は、確変状態であることを示す確変フラグを参照すると
共に、確変フラグが１である場合には確変フラグをクリアし（Ｓ３２０）、その後、Ｓ３
２５に処理を移行する。
【０１００】
　Ｓ３２５では、主制御装置８０は、時短状態であることを示す時短フラグを参照すると
共に、時短フラグが１である場合には時短フラグをクリアし（Ｓ３３０）、その後、Ｓ３
３５に処理を移行する。
【０１０１】
　そして、主制御装置８０は、条件装置作動開始処理（Ｓ３３５），役物連続作動装置作
動開始処理（Ｓ３４０），大当り開始演出処理（Ｓ３４５）を順次実行することで、大当
り遊技の態様を示すコマンドや、大当り遊技の開始を指示するコマンドをサブ統合制御装
置８３に送信する等して大当り遊技を開始し、本処理を終了する。
【０１０２】
　一方、Ｓ３０５にて否定判定が得られた場合に移行するＳ３５０では、主制御装置８０
は、確変フラグを参照し、該フラグが１である場合には（Ｓ３５０：Ｙｅｓ）、確変状態
中に実行可能な大当り抽選の残り回数（確変回数）を参照する（Ｓ３５５）。そして、該
残り回数が０である場合には（Ｓ３５５：Ｙｅｓ）、確変フラグをクリアし（Ｓ３６０）
、Ｓ３６５に処理を移行する。
【０１０３】
　Ｓ３６５では、主制御装置８０は、時短フラグを参照し、該フラグが１である場合には
（Ｓ３６５：Ｙｅｓ）、時短状態中に実行可能な大当り抽選の残り回数（時短回数）を参
照する（Ｓ３７０）。そして、該残り回数が０である場合には（Ｓ３７０：Ｙｅｓ）、時
短フラグをクリアし（Ｓ３７５）、Ｓ３８０に処理を移行する。
【０１０４】
　Ｓ３８０では、主制御装置８０は、サブ統合制御装置８３に対し、現在の遊技状態を通
知する状態指定コマンドを送信する状態指定コマンド送信処理を実行し、本処理を終了す
る。
【０１０５】
　（４）大当り遊技処理について
　次に、大当り遊技の進行を制御する大当り遊技処理について、図１１～図１３のフロー
チャートを用いて説明する。なお、本処理は、メインルーチンのモジュール（Ｓ６０）と
して実行される。
【０１０６】
　Ｓ４００では、主制御装置８０は、役物連続作動装置の作動中、すなわち、大当り遊技
の実行中であるか否かを判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ４００：Ｙｅｓ）、
Ｓ４０５に処理を移行し、否定判定の場合には（Ｓ４００：Ｎｏ）、本処理を終了する。
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【０１０７】
　Ｓ４０５では、主制御装置８０は、大入賞口１４の開放中であるか否かを判定し、肯定
判定の場合には（Ｓ４０５：Ｙｅｓ）、図１２のＳ４５０に処理を移行すると共に、否定
判定の場合には（Ｓ４０５：Ｎｏ）、Ｓ４１０に処理を移行する。
【０１０８】
　Ｓ４１０では、主制御装置８０は、大当り遊技における各ラウンドのインターバル中で
あるか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ４１０：Ｙｅｓ）、図１２のＳ４７０に処
理を移行すると共に、否定判定の場合には（Ｓ４１０：Ｎｏ）、Ｓ４１５に処理を移行す
る。
【０１０９】
　Ｓ４１５では、主制御装置８０は、大当り遊技の終了演出中であるか否かを判定し、肯
定判定の場合には（Ｓ４１５：Ｙｅｓ）、図１３のＳ５００に処理を移行すると共に、否
定判定の場合には（Ｓ４１５：Ｎｏ）、Ｓ４２０に処理を移行する。
【０１１０】
　Ｓ４２０では、主制御装置８０は、大当り遊技における開始演出時間が経過したか否か
を判定し、肯定判定の場合には（Ｓ４２０：Ｙｅｓ）、Ｓ４２５に処理を移行すると共に
、否定判定の場合には（Ｓ４２０：Ｎｏ）、本処理を終了する。
【０１１１】
　Ｓ４２５では、主制御装置８０は、大入賞口１４を開放させる大入賞口開放処理を実行
し、本処理を終了する。
　続いて図１２に関して、大入賞口１４の開放中に移行するＳ４５０では、主制御装置８
０は、大入賞口１４に入賞した遊技球の数が所定の個数（例えば１０個）となったか否か
を判定する。そして、肯定判定の場合には（Ｓ４５０：Ｙｅｓ）、Ｓ４６０に処理を移行
すると共に、否定判定の場合には（Ｓ４５０：Ｎｏ）、Ｓ４５５に処理を移行する。
【０１１２】
　Ｓ４５５では、主制御装置８０は、大入賞口１４の開放時間が終了したか否かを判定し
、肯定判定の場合には（Ｓ４５５：Ｙｅｓ）、Ｓ４６０に処理を移行すると共に、否定判
定の場合には（Ｓ４５５：Ｎｏ）、本処理を終了する。
【０１１３】
　Ｓ４６０では、主制御装置８０は、大入賞口１４を閉鎖させる大入賞口閉鎖処理を実行
し、Ｓ４６５に処理を移行する。
　Ｓ４６５では、主制御装置８０は、大当り遊技の各ラウンドのインターバルを設定する
大当りインターバル処理を実行し、本処理を終了する。
【０１１４】
　一方、各ラウンドのインターバル中に移行するＳ４７０では、主制御装置８０は、大当
り遊技のインターバル時間が経過したか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ４７０：
Ｙｅｓ）、Ｓ４７５に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（Ｓ４７０：Ｎｏ）、
本処理を終了する。
【０１１５】
　Ｓ４７５では、主制御装置８０は、大当り遊技の最終ラウンドか否かを判定し、肯定判
定の場合には（Ｓ４７５：Ｙｅｓ）、Ｓ４８０に処理を移行すると共に、否定判定の場合
には（Ｓ４７５：Ｎｏ）、Ｓ４８５に処理を移行する。
【０１１６】
　Ｓ４８０では、主制御装置８０は、大当り遊技を終了させる際の演出を行う大当り終了
演出処理を実行し、本処理を終了する。
　一方、Ｓ４８５では、主制御装置８０は、大入賞口１４を開放させる大入賞口開放処理
を実行し、本処理を終了する。
【０１１７】
　続いて図１３に関して、大当り遊技の終了演出中に移行するＳ５００では、主制御装置
８０は、該終了演出の時間が終了したか否かを判定し、肯定判定の場合には（Ｓ５００：
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Ｙｅｓ）、Ｓ５０５に処理を移行すると共に、否定判定の場合には（Ｓ５００：Ｎｏ）、
本処理を終了する。
【０１１８】
　続くＳ５０５，Ｓ５１０では、主制御装置８０は、役物連続作動装置と条件装置とを停
止させ、Ｓ５１５に処理を移行する。
　Ｓ５１５では、主制御装置８０は、大当り遊技後に確変状態に移行するか否かを判定し
、肯定判定の場合には（Ｓ５１５：Ｙｅｓ）、確変状態中に実行可能な大当り抽選の回数
（確変回数）を設定すると共に（Ｓ５２０）、確変フラグをセットし（Ｓ５２５）、Ｓ５
３０に処理を移行する。
【０１１９】
　Ｓ５３０では、主制御装置８０は、大当り遊技後に時短状態に移行するか否かを判定し
、肯定判定の場合には（Ｓ５３０：Ｙｅｓ）、時短状態中に実行可能な大当り抽選の回数
（時短回数）を設定すると共に（Ｓ５３５）、時短フラグをセットし（Ｓ５４０）、Ｓ５
４５に処理を移行する。
【０１２０】
　Ｓ５４５，Ｓ５５０では、主制御装置８０は、サブ統合制御装置８３に対し、大当り遊
技に関する演出を終了させる大当り終了コマンドを送信する処理と、大当り遊技終了後の
遊技状態を通知する状態指定コマンドを送信する状態指定コマンド送信処理とを実行し、
本処理を終了する。
【０１２１】
　（５）優先演出選択制御処理１について
　本実施形態のサブ統合制御装置８３は、上述した主制御装置８０から受信した各種制御
コマンドや各種データに基づいて、上述した本発明の各種演出手段を用いて演出制御を実
行する。より具体的には、遊技の進行に伴って不定な時期で実行される通常演出（図柄変
動表示演出や大当り遊技演出）や、所定の実行時期の到来により、すなわち前記通常演出
の実行中であるか否かに拘わらず実行される特別演出を実行する。このような通常演出と
特別演出の実行時期が重複してしまった場合の制御処理として、以下に説明する優先演出
選択制御処理１を備えている。
　以下に、本発明の要部である優先演出選択制御処理１について、図１４を参照して説明
する。
【０１２２】
　図１４は、本実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理１につ
いてのフローチャートである。
　サブ統合制御装置８３は、優先演出選択制御処理１を開始すると、先ずＳ６００におい
て、特別演出実行カウンタから１減算する処理を実行して、Ｓ６０５に処理を移行する。
　なお、上述したように特別演出実行カウンタには、電源投入時（図示しない）および特
別演出の終了後に初期設定値（例えば１時間に相当するカウント値）が設定されることで
、予め定められたタイミングで特別演出およびカウントダウン演出を実行可能に構成され
ている。
【０１２３】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６０５で特別演出実行カウンタのカウンタ値が所定値とな
ったか否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ６０５：ｙｅｓ）、Ｓ６１０に処
理を移行し、否定判定であれば（Ｓ６０５：ｎｏ）、Ｓ６００に処理を移行し、肯定判定
（Ｓ６０５：ｙｅｓ）が得られるまでＳ６００およびＳ６０５をループする。
【０１２４】
　なお、本実施形態の所定値は、特別演出実行開始までの残り時間として、例えば１０秒
（図１６（ｂ）参照）に相当するカウンタ値が設定されている。さらに、カウントダウン
演出の実行時間に相当する時間となっており、Ｓ６０５にて肯定判定となることがカウン
トダウン演出実行の契機となる。
【０１２５】
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　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６１０でカウントダウン演出の実行処理を開始し、Ｓ６１
５に処理を移行する。カウントダウン演出は、特別演出の実行開始に先立って、特別演出
の開始までの残り時間を報知する演出である。
【０１２６】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６１５で優先演出変更促進処理を開始し、Ｓ６２０に処理
を移行する。優先演出変更促進処理は、通常演出と特別演出の内、遊技者の任意により何
れを優位または劣位とするか、の変更を促す演出を実行する処理である。
【０１２７】
　なお、本実施形態では、予め通常演出と特別演出の実行時期が重複する場合には、特別
演出が優位、すなわち優先演出となるように設定されている。したがって、優先演出変更
促進処理は、通常演出を優位な演出として設定したい嗜好の遊技者に、優先演出（優位演
出）を特別演出から通常演出に変更可能である旨を報知して促す作用を為す処理である。
また、当該処理による演出は、上記カウントダウン演出中に併せて実行されるようになっ
ている。これにより、優先演出の変更を無期限に許容するのではなく、一定の期限に基づ
いて許容することで、円滑な制御処理を実現可能となっている。
【０１２８】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６２０で遊技者により通常演出が選択されたか否かの判定
処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ６２０：ｙｅｓ）、Ｓ６２５に処理を移行し、否定
判定であれば（Ｓ６２０：ｎｏ）、Ｓ６３０に処理を移行する。
【０１２９】
　なお、Ｓ６２０の判定処理は、遊技者による操作手段としての演出ボタン６７およびジ
ョグダイヤル６８の操作結果に基づいて判定が行われる。判定対象となる操作内容につい
て詳述すると、優位演出を予め設定された特別演出から通常演出に変更する場合（図１５
（ｂ）参照）、先ずジョグダイヤル６８を時計回りに所定角度だけ回転させ、次いで演出
ボタン６７を押下する。当該処理内容が実行されたか否かを基準として、Ｓ６２０の判定
処理は実行される。
【０１３０】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６２５で、通常演出優先フラグに１を設定し、またＳ６３
０で、通常演出優先フラグに０を設定して、Ｓ６３５に処理を移行する。
　通常演出優先フラグは、通常演出と特別演出が同時期に実行される場合、該フラグに１
が設定されることにより通常演出を優位な演出として遊技者に選択された旨を示唆し、０
が設定されることにより通常演出を劣位な演出として、換言すれば特別演出を優位な演出
として遊技者が選択した旨を示唆するフラグである。
　そして、一旦Ｓ６２５またはＳ６３０で設定された値は、Ｓ６３５で特別演出実行カウ
ンタが０と判定されるまでの間に、Ｓ６２０で現在選択されている演出とは異なる演出を
優位演出として変更する操作が為されたと判定するまでは、当該値を維持するよう構成さ
れている。これにより、特別演出が実行開始されるまでの間は、優位演出の変更が可能と
なる。
【０１３１】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６３５で、特別演出実行カウンタが０になったか否かを判
定する判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ６３５：ｙｅｓ）、Ｓ６４５に処理を移
行し、否定判定であれば（Ｓ６３５：ｎｏ）、Ｓ６４０に処理を移行する。
【０１３２】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６４０で、特別演出実行カウンタから１減算する処理を実
行し、Ｓ６１０に処理を移行する。これにより、Ｓ６３５で、特別演出実行カウンタが０
になるまで、すなわち、特別演出の実行開始時期が到来するまで、Ｓ６１０乃至Ｓ６４０
の処理をループするよう構成されている。
【０１３３】
　通常演出優先フラグについて、さらに詳述すると、後述するＳ６６０にて特別演出終了
後に０が設定されるようになっている。しかし、Ｓ６１５にて優先演出変更促進処理が実
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行されても何ら操作手段による変更操作が行われなければ、すなわちＳ６２０で否定判定
されれば、Ｓ６３５にて特別演出実行カウンタが０となるまで、０が維持される。
　但し、一旦通常演出が選択され（Ｓ６２０：ｙｅｓ）、通常演出優先フラグに１が設定
（Ｓ６２５）されても、特別演出実行カウンタが０になるまでの期間に（Ｓ６３５：ｎｏ
）、通常演出が選択されない処理、すなわち図示しないが、特別演出を選択する処理が実
行されると（Ｓ６２０：ｎｏ）、０が設定される。特別演出を選択する操作処理の内容は
、先ずジョグダイヤル６８を反時計回りに所定角度だけ回転させ、次いで演出ボタン６７
を押下することで完了する。当該処理は、通常演出が選択されている場合に実行される処
理であって、当該処理が実行された場合、および優先演出選択制御処理１の実行時に何ら
操作手段の操作が為されない場合に、特別演出が優位演出に選択される。
【０１３４】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６４５で、通常演出優先フラグに１が設定されているか否
かを判定する判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ６４５：ｙｅｓ）、Ｓ６５０に処
理を移行し、否定判定であれば（Ｓ６４５：ｎｏ）、Ｓ６６５に処理を移行する。
【０１３５】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６５０で、通常演出優先実行処理を実行し、Ｓ６５５に処
理を移行する。
　通常演出優先実行処理は、音声およびランプ表示は特別演出に対応した内容で実行し、
主たる液晶表示すなわち演出図柄表示装置６のメイン表示領域６ａ（図１５を参照）にて
表示する画像表示演出のみを、通常演出に対応した内容で実行する処理である。
【０１３６】
　詳述すると、サブ統合制御装置８３はＳ６５０の通常演出優先実行処理を開始すると、
本発明の各種演出手段の一つであるスピーカ６６を駆動制御して、特別演出に対応した内
容の音声演出を実行する。また、同じく、本発明の各種演出手段の一つである枠用各種Ｌ
ＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂを駆動制御して、特別演出に対
応した内容の枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出を実行する。一方、本発明の各種
演出手段の一つである演出図柄表示装置６を駆動制御して、メイン表示領域６ａに通常演
出に対応した内容の画像表示演出を実行する。
【０１３７】
　なお、本実施形態では、演出図柄表示装置６を用いて通常演出に対応した画像表示演出
を実行する場合、メイン表示領域６ａにて優位演出である通常演出に対応した画像表示演
出を行い、サブ表示領域６ｂにて劣位演出である特別演出に対応した画像表示演出を行う
。
【０１３８】
　本実施形態のパチンコ機５０は、このように構成されることで、本発明の特別演出とし
ての定時実行演出（ライヴ演出）の実行により奏し得る効果、すなわち複数の遊技機での
一斉演出による効果を可能な限り低減させることなく、且つ、特別演出よりも通常演出を
優位演出として選択した遊技者の嗜好にも一定の満足を与えることが可能となっている。
　より具体的には、遊技機島設備に設置された他の複数のパチンコ機が特別演出を実行す
る際、通常演出を選択したパチンコ機に関しては、略当該パチンコ機にて遊技する遊技者
のみが視認可能であって、且つ一斉演出の統一感を損なう虞の低い画像表示演出のみを通
常演出に対応させ、一斉演出の統一感を損なう虞の高い音声演出、枠ランプ表示演出およ
び盤ランプ表示演出については特別演出に対応させて実行するものである。これにより、
複数のパチンコ機で一斉に同じ特別演出を実行する状態を実現しつつ、可能な限り遊技者
の多様な嗜好を満たすことができる。
【０１３９】
　図１４に戻って、サブ統合制御装置８３は、Ｓ６５５で、特別演出が終了したか否かの
判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ６５５：ｙｅｓ）、Ｓ６６０に処理を移行し、
否定判定であれば（Ｓ６５５：ｎｏ）、Ｓ６５０に処理を移行する。すなわち、特別演出
が終了するまでＳ６５０およびＳ６５５をループする。
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【０１４０】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出が終了すると、Ｓ６６０で、通常演出優先フラグに
０を設定し、Ｓ６７５に処理を移行する。
【０１４１】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６４５で、否定判定であれば（Ｓ６４５：ｎｏ）、すなわ
ち遊技者による通常演出を優位演出とする選択が無ければ、Ｓ６６５において、特別演出
優先実行処理１を行い、Ｓ６７０に処理を移行する。
　サブ統合制御装置８３はＳ６６５の特別演出優先実行処理１を開始すると、本発明の各
種演出手段であるスピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａ、盤用各種ＬＥＤ、ラン
プ３１ｂおよび演出図柄表示装置６を駆動制御して、特別演出に対応した内容の音声演出
、枠ランプ表示演出、盤ランプ表示演出および画像表示演出を実行する。
【０１４２】
　なお、本実施形態では、演出図柄表示装置６を用いて特別演出に対応した画像表示演出
を実行する場合、メイン表示領域６ａにて優位演出である特別演出に対応した画像表示演
出を行い、サブ表示領域６ｂにて劣位演出である通常演出に対応した画像表示演出を行う
。
【０１４３】
　これにより、上述した全ての各種演出手段を用いて、特別演出を他の遊技機とタイミン
グを合わせて行うことで、当該複数のパチンコ機５０が設置された遊技機島設備では、一
体感のある演出が実現される。
【０１４４】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６７０で、特別演出が終了したか否かの判定処理を実行し
、肯定判定であれば（Ｓ６７０：ｙｅｓ）、Ｓ６７５に処理を移行し、否定判定であれば
（Ｓ６７０：ｎｏ）、Ｓ６６５に処理を移行する。すなわち、特別演出が終了するまでＳ
６６５およびＳ６７０をループする。
【０１４５】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出が終了すると、Ｓ６７５で、音声演出、枠ランプ表
示演出、盤ランプ表示演出および画像表示演出の全てを通常演出に対応するように変更す
る処理を実行し、Ｓ６８０に処理を移行する。
【０１４６】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ６８０で、特別演出実行カウンタに上述した初期設定値（
例えば１時間に相当するカウント値）を設定し、本処理を終了する。
【０１４７】
　次に、サブ統合制御装置８３が上述した優先演出選択制御処理１を実行した場合の、画
像表示演出および音声演出の演出態様について、図１５乃至図１７を参照して説明する。
図１５乃至図１７は、本実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する画像表示演出の演出
表示態様を説明する説明図である。さらに、図１５は、特別演出実行前に遊技者が通常演
出への変更を行わなかった場合の表示態様であり、図１６および図１７は、特別演出実行
前に遊技者が通常演出への変更を行った場合の表示態様である。
【０１４８】
　先ず、図１５（ａ）には、未だ優先演出選択制御処理１が実行される前の演出図柄表示
装置６を示す。演出図柄表示装置６は、略横長矩形状に形成され、その大半の領域を占め
るメイン表示領域６ａと、左下方隅部に配設されメイン表示領域６ａよりも小さい面積で
形成されるサブ表示領域６ｂを備える。未だ優先演出選択制御処理１が実行されていない
状態とは、通常演出と特別演出が実行時期において重複していない、すなわち通常演出の
みが実行されている状態である。さらに言えば、図１４のＳ６７５で全ての演出を通常演
出に対応する処理がなされたままの状態である。
　したがって、図１５（ａ）のメイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示が実行
されて、リーチとなった状態が表示されている。また、通常演出に重複する特別演出は実
行されていないので、サブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
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　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、すなわち上記メイン表示領域６ａのリ
ーチ表示に対応した「リーチ」という音声演出が実行される。
　さらに、図示しないが、この場合、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥ
Ｄ、ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演
出が実行されている。
【０１４９】
　図１５（ｂ）は、本実施形態のカウントダウン演出が実行中の状態を示す。優先演出選
択制御処理１のＳ６０５で特別演出実行カウンタが所定値となったと判定され、Ｓ６１０
のカウントダウン演出が実行され、Ｓ６１５の優先演出変更促進処理が実行中の状態であ
る。
　演出図柄表示装置６の左上部に配設されるカウントダウン表示領域６ｃに、特別演出の
実行開始までの残時間が３秒である旨の表示が為されることでカウントダウン演出が行わ
れる。本実施形態では、カウントダウン演出は残り時間１０秒から実施されるので、既に
７秒が経過した状態である。
　また、優先演出変更促進処理として、演出図柄表示装置６の右下部に配設される変更促
進表示領域６ｄに、初期の設定として実行が予定される特別演出から通常演出への変更が
可能である旨の「演出を変更できます」の表示が行われる。
　これに併せて、変更促進表示領域６ｄの右上方には現在、優位演出として選択されてい
る演出を明示するための優先演出表示領域６ｆが設けられており、特別演出が選択されて
いる旨を「特」表示を明るく、通常演出が選択されていない旨を「通」表示を「特」表示
よりも暗く発光することで、示唆している。さらに、変更促進表示領域６ｄの左上方には
、優位演出として通常演出に変更するための操作手段の操作方法を示す変更操作表示領域
６ｅが設けられており、先ずジョグダイヤル６８を時計回りに回転させ、次いで演出ボタ
ン６７を押下する方法が示されている。
　そして、メイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示が実行開始された状態が表
示されている。また、この時点でも、通常演出に重複する特別演出は実行されていないの
で、サブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、すなわち上記メイン表示領域６ａの演
出図柄の変動開始表示に対応した「スタート」という音声演出が実行される。
　さらに、図１５（ａ）と同様、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、
ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が
実行されている。
【０１５０】
　図１５（ｃ）は、本実施形態のカウントダウン演出が終了し、特別演出の開始直前とな
った状態を示す。優先演出選択制御処理１のＳ６３５で特別演出実行カウンタが０となっ
たと判定され、Ｓ６４５で通常演出優先フラグに１が設定されていないと判定された状態
である。
　カウントダウン表示領域６ｃに、特別演出の実行開始までの残時間が０秒である旨の表
示が為されることでカウントダウン演出が終了する。
　また、優先演出変更促進処理として、変更促進表示領域６ｄに、時間経過により通常演
出への変更が不能となった旨の「演出変更を終了します」の表示が行われる。
　これに併せて、優先演出表示領域６ｆにて、通常演出への変更が行われずに特別演出が
選択されている旨を表示している。さらに、変更操作表示領域６ｅは、変更可能時間が終
了したことで、表示が消去されている。
　そして、メイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示がリーチになった状態が表
示されている。また、この時点でも、通常演出に重複する特別演出は実行開始直前なので
、サブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「リーチ」という音声演出が実行され
る。
　さらに、図１５（ａ）と同様、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、
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ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が
実行されている。
【０１５１】
　図１５（ｄ）は、本実施形態の特別演出が開始された状態を示す。優先演出選択制御処
理１のＳ６６５の特別演出優先実行処理１が実行開始された状態である。
　メイン表示領域６ａには優位演出である特別演出としての定時実行演出（ライヴ演出）
が実行される。本実施形態のライヴ演出では、ライヴで歌うネコのキャラクタが表示され
る。
　また、サブ表示領域６ｂには、劣位演出として通常演出が表示される。
　また、スピーカ６６により特別演出に対応して、ネコのキャラクタの歌声が音声演出と
して実行される。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々特別演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行されている。
【０１５２】
　図１５（ｅ）は、本実施形態の特別演出が終了する状態を示す。優先演出選択制御処理
１のＳ６７０にて肯定判定された状態である。
　メイン表示領域６ａには、ネコのキャラクタが手を振ってライヴ演出が終了する状態、
および「ＥＮＤ」が表示される。
　また、サブ表示領域６ｂには、継続して通常演出が表示されている。
　また、スピーカ６６により特別演出に対応して、手を振ってお別れするネコのキャラク
タの声として「またねー！！」が音声演出として実行される。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々特別演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行されている。
【０１５３】
　図１５（ｆ）は、本実施形態の特別演出が終了後の状態を示す。優先演出選択制御処理
１のＳ６７５およびＳ６８０が実行された状態である。
　メイン表示領域６ａには、図１５（ｅ）でサブ表示領域６ｂに表示されていた演出図柄
の変動表示が移行され、リーチとなった状態が表示される。
　また、サブ表示領域６ｂには、特別演出が終了したことにより、表示する演出がないの
で何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「リーチ」という音声演出が実行され
る。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行される。
【０１５４】
　次に、図１６および図１７を参照して、特別演出実行前に遊技者が通常演出への変更を
行った場合の表示態様を説明する。なお、図１５と重複する説明は便宜上割愛する。
　先ず、図１６（ａ）は、上述した図１５（ａ）と同じ状態で、未だ優先演出選択制御処
理１が実行される前の演出図柄表示装置６を示す。
　図１６（ａ）のメイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示がリーチとなり、サ
ブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「リーチ」という音声演出が実行され
る。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行されている。
【０１５５】
　図１６（ｂ）は、本実施形態のカウントダウン演出が開始された状態を示す。優先演出
選択制御処理１のＳ６０５で特別演出実行カウンタが所定値となったと判定され、Ｓ６１
０のカウントダウン演出が実行開始され、Ｓ６１５の優先演出変更促進処理が実行開始さ
れた状態である。
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　カウントダウン表示領域６ｃには、特別演出の実行開始までの残時間が１０秒である旨
の表示が為されることでカウントダウン演出が開始される。
　また、変更促進表示領域６ｄに、「演出を変更できます」の表示が行われ、優先演出表
示領域６ｆでは現在、特別演出が選択されている旨を表示し、変更操作表示領域６ｅでは
通常演出への変更方法が示される。　そして、メイン表示領域６ａには図１６（ａ）で示
した図柄変動表示が確定表示された状態が表示されている。また、この時点でも、通常演
出に重複する特別演出は実行されていないので、サブ表示領域６ｂには何も表示されてい
ない。
　さらに、図１６（ａ）と同様、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、
ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が
実行されている。
【０１５６】
　図１６（ｃ）は、図１５（ｂ）と同様、本実施形態のカウントダウン演出が実行中の状
態を示す。但し、通常演出へ変更するための操作を受け付けた状態である。
　カウントダウン表示領域６ｃに、特別演出の実行開始までの残時間が３秒である旨の表
示が為される。
　また、優先演出変更促進処理として、変更促進表示領域６ｄに、初期の設定として実行
が予定される特別演出から通常演出への変更が受け付けられた旨の「通常演出の選択を受
け付けました」の表示が行われる。
　これに併せて、優先演出表示領域６ｆでは、特別演出から通常演出に変更されて選択さ
れている旨を「通」表示を明るく発光することで、示唆している。
　そして、メイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示が実行開始された状態が表
示されている。また、この時点でも、通常演出に重複する特別演出は実行されていないの
で、サブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「スタート」という音声演出が実行さ
れる。
　さらに、図１６（ａ）と同様、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、
ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が
実行されている。
【０１５７】
　図１６（ｄ）は、図１５（ｃ）と同様、本実施形態のカウントダウン演出が終了し、特
別演出の開始直前となった状態を示す。但し、優先演出選択制御処理１のＳ６３５で特別
演出実行カウンタが０となったと判定され、Ｓ６４５で通常演出優先フラグに１が設定さ
れていると判定された状態である。
　カウントダウン表示領域６ｃに、特別演出の実行開始までの残時間が０秒である旨の表
示が為される。
　また、優先演出表示領域６ｆにて、通常演出への変更が行われて、通常演出が選択され
ている旨を表示している。
　そして、メイン表示領域６ａには現在実行中の図柄変動表示がリーチになった状態が表
示されている。また、この時点でも、通常演出に重複する特別演出は実行開始直前なので
、サブ表示領域６ｂには何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「リーチ」という音声演出が実行され
る。
　さらに、図１６（ａ）と同様、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、
ランプ３１ｂでは、其々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が
実行されている。
【０１５８】
　図１６（ｅ）は、本実施形態の特別演出が開始された状態を示す。優先演出選択制御処
理１のＳ６５０の通常演出優先実行処理が実行開始された状態である。
　メイン表示領域６ａには、優位演出として通常演出が表示され、図柄変動表示がリーチ
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となった表示が行われる。
　また、サブ表示領域６ｂには劣位演出である特別演出としての定時実行演出（ライヴ演
出）が実行される。
　また、スピーカ６６により劣位演出の特別演出に対応して、ネコのキャラクタの歌声が
音声演出として実行される。通常演出が優位演出として選択されても、音声演出は特別演
出の内容を実行する。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々特別演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行されている。この
場合、音声演出と同様、通常演出が優位演出として選択されても、枠ランプ表示演出およ
び盤ランプ表示演出は特別演出の内容を実行する。
【０１５９】
　図１６（ｆ）は、本実施形態の特別演出が終了する状態を示す。優先演出選択制御処理
１のＳ６５５にて肯定判定された状態である。
　メイン表示領域６ａには、継続して通常演出が表示されている。
　また、サブ表示領域６ｂには、ネコのキャラクタが手を振ってライヴ演出が終了する状
態、および「ＥＮＤ」が表示される。
　また、スピーカ６６により特別演出に対応して、手を振ってお別れするネコのキャラク
タの声として「またねー！！」が音声演出として実行される。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々特別演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行されている。
【０１６０】
　図１７（ｇ）は、本実施形態の特別演出が終了後の状態を示す。優先演出選択制御処理
１のＳ６６０、Ｓ６７５およびＳ６８０が実行された状態である。
　メイン表示領域６ａには、図１６（ｆ）でメイン表示領域６ａに表示されていた演出図
柄の変動表示が継続され、変動開始した状態が表示される。
　また、サブ表示領域６ｂには、特別演出が終了したことにより、表示する演出がないの
で何も表示されていない。
　また、スピーカ６６により通常演出に対応して、「スタート」という音声演出が実行さ
れる。
　さらに、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、其
々通常演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出が実行される。
【０１６１】
　このように、本実施形態では、特別演出の実行前において、遊技者による通常演出また
は特別演出の何れを嗜好するかの選択操作に対応して特別演出を実行する。そして、通常
演出が選択された場合には、画像表示演出のみを遊技者の嗜好に合わせて通常演出の内容
を実行し、音声演出、枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出は、他のパチンコ機で一
斉に実行される特別演出の一体感を欠くことがないよう特別演出の内容を実行する。これ
により、多様な遊技者の嗜好を一定限度で充足しつつ、一斉実行される特別演出が奏する
効果を充分に引き出すことが可能となっている。
【０１６２】
　［第二実施形態］
　次に、第二実施形態のパチンコ機５０について説明する。第二実施形態のパチンコ機５
０は、第一実施形態と略同様の構成を有しており、主に、サブ統合制御装置８３が実行す
る優先演出選択制御処理において相違する。
　以下では、上記優先演出選択制御処理２以外の相違点について予め説明した後で、第二
実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理２を重点的に説明する
。但し、第一実施形態と同様の構成および作用については割愛する場合もある。
【０１６３】
　先ず、第二実施形態のパチンコ機５０は、特別演出用シーケンスライン、および通常演
出用シーケンスラインの２つのシーケンスラインを備える。特別演出用シーケンスライン
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、および通常演出用シーケンスラインは、並列動作が可能な構成となっており、有効なシ
ーケンスラインとして選択されると本発明の各種演出手段を用いて、各種演出が実行され
る。各種演出を実行していない側のシーケンスラインは、上述したように並列動作を行っ
ているので、演出として顕現しないが、動作は継続して実行される。したがって、不定な
タイミングでシーケンスラインの切換変更が行われても、演出状態は不具合なく変更され
、スムーズな演出の移行が可能となっている。
　また、本実施形態では、各種演出手段毎に、異なるシーケンスラインに対応して駆動す
ることが可能である。例えば、音声演出、枠ランプ表示演出、および盤ランプ表示演出は
、特別演出用シーケンスラインに対応し、画像表示演出は通常演出用シーケンスラインに
対応して実行可能である。
　このようなシーケンスラインを用いた具体的な手段については、周知の技術であるので
、ここでの詳しい説明は省略する。
【０１６４】
　次に、第一実施形態との相違点として、演出図柄表示装置６の構成について説明する。
本実施形態の演出図柄表示装置６（図２０を参照）は、画像表示演出を実行する領域とし
て、メイン表示領域６ａのみを備え、サブ表示領域は備えない。優位演出として決定され
た演出（通常演出または特別演出）のみが、メイン表示領域６ａで表示され、劣位演出と
された演出は表示されない構成となっている。
【０１６５】
　また、演出図柄表示装置６は、右上隅部に保留表示領域６ｇを備える。保留表示領域６
ｇは、第１始動口１１または第２始動口１２への入賞に基づいて発生した保留記憶の存否
、個数、および保留先読み演出に係る表示を行う領域である。保留表示領域６ｇは、具体
的には、保留記憶の上限個数に対応して４個の区画された領域を備え、保留記憶の発生に
従って、左端の領域から右方向に向かって順に○の表示が増加するように構成されている
。変動表示が終了して保留記憶が消化されると表示されている保留表示は１区画ずつ左方
向へスライドして表示位置が移動され、保留記憶の無い場合には×が表示される。また、
本実施形態の保留先読み演出が実行されると、○の表示から星形状の表示に変更して表示
される。
【０１６６】
　本実施形態の優先演出選択制御処理２について、図１８を参照して説明する。図１８は
、第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理２についてのフ
ローチャートである。優先演出選択制御処理２の特徴点は、特別演出実行中であっても、
遊技者の操作手段による変更操作によって、優位演出の変更が可能となる点である。以下
に詳述する。
　先ず、特別演出実行カウンタが０となるまでの処理（Ｓ７００乃至Ｓ７４０）は、上述
した第一実施形態の優先演出選択制御処理１（図１４参照）のＳ６００乃至Ｓ６４０の処
理と略同様である。すなわち、優先演出選択制御処理２は、優先演出選択制御処理１と同
じく、特別演出の実行前に優位演出の変更が可能な構成となっている。但し、本処理の通
常演出優先フラグは、通常演出優先フラグ１と通常演出優先フラグ２の２種類のフラグを
備える。通常演出優先フラグ１は特別演出実行前の優位演出の変更結果を示唆するフラグ
であり、通常演出優先フラグ２は特別演出実行中の優位演出の変更結果を示唆するフラグ
である。
　上述したように、特別演出実行前の制御に関しては第一実施形態と同様なので便宜上割
愛し、Ｓ７３５で肯定判定されて特別演出が開始される状態から説明する。
【０１６７】
　本実施形態のサブ統合制御装置８３は、Ｓ７３５の判定処理にて肯定判定であれば（Ｓ
７３５：ｙｅｓ）、すなわち予め定められた特別演出の実行開始時期が到来したら、Ｓ７
４５に処理を移行する。
【０１６８】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７４５で、通常演出優先フラグ１に１が設定されているか
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否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ７４５：ｙｅｓ）、Ｓ７５０に処理を移
行し、否定判定であれば（Ｓ７４５：ｎｏ）、Ｓ７６５に処理を移行する。つまり、Ｓ７
４５では、特別演出実行前において、遊技者が操作手段の操作により通常演出を優位演出
として選択したか否かの判定を行う。
【０１６９】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７５０で、通常演出優先実行処理を実行し、Ｓ７５５に処
理を移行する。
　通常演出優先実行処理は、音声およびランプ表示は特別演出に対応した内容で実行し、
主たる液晶表示すなわち演出図柄表示装置６のメイン表示領域６ａ（図２０を参照）にて
表示する画像表示演出のみを、通常演出に対応した内容で実行する処理である。
【０１７０】
　詳述すると、サブ統合制御装置８３はＳ７５０の通常演出優先実行処理を開始すると、
本発明の各種演出手段の一つであるスピーカ６６を駆動制御して、特別演出に対応した内
容の音声演出を実行する。また、同じく、本発明の各種演出手段の一つである枠用各種Ｌ
ＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂを駆動制御して、特別演出に対
応した内容の枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演出を実行する。一方、本発明の各種
演出手段の一つである演出図柄表示装置６を駆動制御して、メイン表示領域６ａに通常演
出に対応した内容の画像表示演出を実行する。
　なお、本実施形態では上述したように、特別演出用シーケンスラインと通常演出用シー
ケンスラインが並列動作しており、上記各種演出手段は、対応する演出に係るシーケンス
ラインにより駆動される。
【０１７１】
　本実施形態のパチンコ機５０は、このように構成されることで、本発明の特別演出とし
ての定時実行演出（ライヴ演出）の実行により奏し得る効果、すなわち複数の遊技機での
一斉演出による効果を可能な限り低減させることなく、且つ、特別演出よりも通常演出を
優位演出として選択した遊技者の嗜好にも一定の満足を与えることが可能となっている。
　より具体的には、遊技機島設備に設置された他の複数のパチンコ機が特別演出を実行す
る際、通常演出を選択したパチンコ機に関しては、略当該パチンコ機にて遊技する遊技者
のみが視認可能であって、且つ一斉演出の統一感を損なう虞の低い画像表示演出のみを通
常演出に対応させ、一斉演出の統一感を損なう虞の高い音声演出、枠ランプ表示演出およ
び盤ランプ表示演出については特別演出に対応させて実行するものである。これにより、
複数のパチンコ機で一斉に同じ特別演出を実行する状態を実現しつつ、可能な限り遊技者
の多様な嗜好を満たすことができる。
【０１７２】
　図１８に戻って、サブ統合制御装置８３は、Ｓ７５５で、特別演出が終了したか否かの
判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ７５５：ｙｅｓ）、Ｓ７６０に処理を移行し、
否定判定であれば（Ｓ７５５：ｎｏ）、Ｓ７５０に処理を移行する。すなわち、特別演出
が終了するまでＳ７５０およびＳ７５５をループする。
【０１７３】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出が終了すると、Ｓ７６０で、通常演出優先フラグ１
に０を設定し、Ｓ７７５に処理を移行する。
【０１７４】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７４５で、否定判定であれば（Ｓ７４５：ｎｏ）、すなわ
ち、特別演出の実行前に、遊技者による通常演出を優位演出とする選択が無ければ、Ｓ７
６５において、特別演出優先実行処理２を行い、Ｓ７７０に処理を移行する。
　サブ統合制御装置８３はＳ７６５の特別演出優先実行処理２を開始すると、本発明の各
種演出手段であるスピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａ、盤用各種ＬＥＤ、ラン
プ３１ｂおよび演出図柄表示装置６を駆動制御して、特別演出に対応した内容の音声演出
、枠ランプ表示演出、盤ランプ表示演出および画像表示演出を実行する。
【０１７５】
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　これにより、上述した全ての各種演出手段を用いて、特別演出を他の遊技機とタイミン
グを合わせて行うことで、当該複数のパチンコ機５０が設置された遊技機島設備では、一
体感のある演出が実現される。
【０１７６】
　なお、本実施形態の特別演出優先実行処理２は、特別演出実行中に、優位演出を特別演
出から通常演出に変更可能な処理を備えている。また、特別演出優先実行処理２は、優先
演出選択制御処理２の１モジュールであって、後で詳述する。
【０１７７】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７７０で、特別演出が終了したか否かの判定処理を実行し
、肯定判定であれば（Ｓ７７０：ｙｅｓ）、Ｓ７７５に処理を移行し、否定判定であれば
（Ｓ７７０：ｎｏ）、Ｓ７６５に処理を移行する。すなわち、特別演出が終了するまでＳ
７６５およびＳ７７０をループする。
【０１７８】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７７５で、通常演出優先フラグ２に０を設定し、Ｓ７７５
に処理を移行する。
　上述したように、通常演出優先フラグ２は、特別演出実行中において、優位演出を特別
演出から通常演出に変更したか否かを示すフラグであって、１が設定されることで通常演
出が選択されていることを示唆する。通常演出優先フラグ２は、特別演出優先実行処理２
において設定するフラグであり、後で詳述する。
【０１７９】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出が終了すると、Ｓ７８０で、音声演出、枠ランプ表
示演出、盤ランプ表示演出および画像表示演出の全てを通常演出に対応するように変更す
る処理を実行し、Ｓ７８５に処理を移行する。
【０１８０】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ７８５で、特別演出実行カウンタに上述した初期設定値（
例えば１時間に相当するカウント値）を設定し、本処理を終了する。
【０１８１】
　次いで、本実施形態の特別演出優先実行処理２を、図１９を参照して説明する。図１９
は、第二実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する特別演出優先実行処理２についての
フローチャートである。
　先ず、サブ統合制御装置８３は、特別演出優先実行処理２を開始すると、Ｓ８００で、
特別図柄の変動表示が現在行われているか否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（
Ｓ８００：ｙｅｓ）、Ｓ８１５に処理を移行し、否定判定であれば（Ｓ８００：ｎｏ）、
Ｓ８０５に処理を移行する。
【０１８２】
　サブ統合制御装置８３は、特別図柄の図柄変動中ではないと判定されたとき、Ｓ８０５
で、保留記憶が現在あるか否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ８０５：ｙｅ
ｓ）、Ｓ８１５に処理を移行し、否定判定であれば（Ｓ８０５：ｎｏ）、Ｓ８１０に処理
を移行する。
【０１８３】
　サブ統合制御装置８３は、特別図柄の図柄変動中ではなく、保留記憶も無いと判定され
たとき、Ｓ８１０で、本発明の各種演出手段であるスピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ラン
プ３１ａ、盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂおよび演出図柄表示装置６を駆動制御して、特
別演出に対応した内容の音声演出、枠ランプ表示演出、盤ランプ表示演出および画像表示
演出を実行し、本処理を終了する。
【０１８４】
　サブ統合制御装置８３は、特別図柄の図柄変動中か、または保留記憶が有ると判定され
たとき、Ｓ８１５で、優先演出変更促進処理２を実行し、Ｓ８２０に処理を移行する。
　優先演出変更促進処理２は、通常演出と特別演出の内、遊技者の任意により何れを優位
または劣位とするか、の変更を促す演出を実行する処理である。さらにいえば、本実施形
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態の優先演出変更促進処理２は、特別演出の実行前に遊技者により通常演出が優位演出と
して選択されなかったとしても、特別演出の実行中に優位演出の変更を可能とし、その旨
を報知しつつ促す処理である。
【０１８５】
　また、優先演出変更促進処理２は、上述したように、Ｓ８００およびＳ８０５の判定処
理によって図柄変動中か保留記憶が有る場合にのみ実行する。これにより、優位演出を特
別演出から通常演出に変更する処理を、必要と想定される場合に限定して実行することが
できる。これにより、特別演出実行前に優位演出として通常演出を選択しなかった遊技者
であっても、特別演出の実行中に、並列動作している通常演出用シーケンスラインによる
特別図柄の変動表示演出や保留先読み演出が気になって、優位演出を通常演出に変更した
いと考えた場合には、変更が可能となる。
　また、遊技球を発射せずに特別演出に注目する遊技者には、敢えて変更の機会を提供し
ないことで、処理の簡略化を図ることができる。つまり、遊技球を発射しないことで変動
表示の実行も、保留記憶の発生も起こらないので、このような条件を判定することで、優
位演出の必要性を判断する構成となっている。
【０１８６】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ８２０で、操作手段の操作により通常演出を優位演出とし
て変更する操作結果が発生したか否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ８２０
：ｙｅｓ）、Ｓ８２５に処理を移行し、否定判定であれば（Ｓ８２０：ｎｏ）、Ｓ８１０
に処理を移行する。
　すなわち、サブ統合制御装置８３は、図柄変動中であるか、保留記憶が有ったとしても
、優位演出の変更に係る操作手段の操作が無ければ、上記Ｓ８１０によって全ての各種演
出手段を用いて特別演出を実行する。
【０１８７】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ８２５で、通常演出優先フラグ２に１を設定し、Ｓ８３０
に処理を移行する。
【０１８８】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ８３０で、音声およびランプ表示は特別演出に対応した内
容で実行し、主たる液晶表示すなわち演出図柄表示装置６のメイン表示領域６ａにて表示
する画像表示演出のみを、通常演出に対応した内容で実行し（図２０（ｄ）を参照）、本
処理を終了する。
【０１８９】
　詳述すると、サブ統合制御装置８３は、本発明の各種演出手段の一つであるスピーカ６
６を駆動制御して、特別演出に対応した内容の音声演出を、継続して実行する。また、同
じく、本発明の各種演出手段の一つである枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種
ＬＥＤ、ランプ３１ｂを駆動制御して、特別演出に対応した内容の枠ランプ表示演出およ
び盤ランプ表示演出を、継続して実行する。一方、本発明の各種演出手段の一つである演
出図柄表示装置６を駆動制御して、メイン表示領域６ａに通常演出に対応した内容の画像
表示演出を実行する。
　なお、サブ統合制御装置８３は、メイン表示領域６ａに通常演出に対応した内容の画像
表示演出を実行する際、画像表示演出に係る有効なシーケンスラインを、特別演出用シー
ケンスラインから、通常演出用シーケンスラインに切り換える処理を実行する。メイン表
示領域６ａに表示される画像表示演出は、特別演出用シーケンスラインと通常演出用シー
ケンスラインが並列動作しているので、不定なタイミングで切換変更されても、不具合無
く表示変更が為される。
【０１９０】
　以上、第二実施形態の優先演出選択制御処理２について説明してきたが、本実施形態の
パチンコ機５０は、このように構成されることで、第一実施形態が奏する効果に加えて、
特別演出の実行中であっても優位演出の変更が可能となり、本発明の特別演出としての定
時実行演出（ライヴ演出）の実行により奏し得る効果、すなわち複数の遊技機での一斉演
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出による効果を維持しつつ、且つ、遊技者の嗜好を一層充足することが可能となっている
。
　また、特別演出実行中には、優位演出の変更を常時認容せず、変更を必要とする状態に
限定して変更を認めることで、制御の簡素化を実現すると共に、メイン表示領域６ａにて
変更促進に係る表示が常時実行される煩わしさから遊技者を解放することができる。
【０１９１】
　次に、サブ統合制御装置８３が上述した第二実施形態の優先演出選択制御処理２を実行
した際の、画像表示演出および音声演出の演出態様について、図２０および図２１を参照
して説明する。図２０および図２１は、本実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する画
像表示演出の演出表示態様を説明する説明図である。なお、特別演出実行開始までは第一
実施形態と同様であるので、特別演出の実行中から図示した。
【０１９２】
　先ず、図２０（ａ）で、メイン表示領域６ａには、優位演出である特別演出としての定
時実行演出（ライヴ演出）が実行される。本実施形態のライヴ演出では、ライヴで歌うネ
コのキャラクタが表示される。また、保留表示領域６ｇには保留記憶が無いことが表示さ
れている。したがって、当該状態は、上述した特別演出優先実行処理２（図１９を参照）
の、Ｓ８００およびＳ８０５にて否定判定され、Ｓ８１０が実行された状態である。
　また、スピーカ６６により特別演出に対応して、ネコのキャラクタの歌声が音声演出と
して実行される。
　さらに、図示しないが、この場合、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤用各種ＬＥ
Ｄ、ランプ３１ｂでは、其々特別演出に対応した枠ランプ表示演出および盤ランプ表示演
出が実行されている。
【０１９３】
　図２０（ｂ）では、遊技者が遊技球を発射し、第１始動口１１または第２始動口１２に
入賞したことにより保留記憶が発生した状態を示す。保留表示領域６ｇは、３個の保留記
憶がある旨、および３個目の保留記憶が保留先読み演出の対象となっている旨が示されて
いる。また図示しないが、変動表示も実行されている。
　サブ統合制御装置８３は、変動表示が実行され、または保留記憶が発生したことにより
、Ｓ８１５（図１９参照）の優先演出変更促進処理２を実行する。優先演出変更促進処理
２の実行よって、演出図柄表示装置６には、変更促進表示領域６ｄに、特別演出開始前に
選択した特別演出から通常演出への変更が可能である旨の「演出を変更できます」の表示
が行われる。
　これに併せて、優先演出表示領域６ｆでは、通常演出が選択されていない旨を示唆して
いる。さらに、変更操作表示領域６ｅでは、変更方法が示されている。
　そして、メイン表示領域６ａ、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、図２０（ａ）と同様に、ライヴ演出に対応した各種演
出が継続して実行される。
【０１９４】
　図２０（ｃ）では、保留記憶が２個消化され、操作手段（ジョグダイヤル６８および演
出ボタン６７）の操作により優位演出として特別演出から通常演出への変更が行われた状
態を示す。保留表示領域６ｇは、保留先読み演出の対象となっている１個の保留記憶があ
る旨、また次の変動表示において大当りとなる期待度の高い特別な変動表示演出が実行さ
れる可能性の高い旨が示されている。なお、このとき未だ、通常演出用シーケンスライン
では、１個前の変動表示が実行中である。
　当該状態は、サブ統合制御装置８３が、通常演出を優位演出とする操作が発生したこと
により、Ｓ８２０（図１９参照）にて肯定判定とした状態である。優先演出変更促進処理
２の実行よって、演出図柄表示装置６には、変更促進表示領域６ｄに、通常演出への変更
を受け付けた旨の「演出受け付けました」の表示が行われる。
　これに併せて、優先演出表示領域６ｆでは、通常演出が選択された旨を示唆している。
　そして、メイン表示領域６ａ、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
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用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、未だ図２０（ａ）と同様に、ライヴ演出に対応した各
種演出が継続して実行されている。
　このように本実施形態のパチンコ機５０は、特別演出実行中であっても優位演出を特別
演出から通常演出に変更可能であり、通常演出で実行される内容が気になる遊技者の嗜好
を満たすことができる。
【０１９５】
　図２０（ｄ）では、画像表示演出のみが通常演出に変更された状態を示す。未だ、保留
表示領域６ｇは、図２０（ｃ）のままで保留先読み演出の対象となっている保留記憶が消
化されていない旨を示唆している。
　メイン表示領域６ａには、特別演出から通常演出に変更されて、図２０（ｃ）において
通常演出用シーケンスラインで実行中であった変動表示が確定表示された状態が表示され
ている。
　そして、メイン表示領域６ａ以外の、すなわちスピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ
３１ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、未だ図２０（ａ）と同様に、ライヴ演
出に対応した各種演出が継続して実行される。
　なお、変更促進表示領域６ｄ、優先演出表示領域６ｆおよび変更操作表示領域６ｅは、
消去される。
【０１９６】
　図２０（ｅ）では、メイン表示領域６ａにて保留先読み演出の対象であった保留記憶に
基づく変動表示が開始された状態を示す。
　そして、図２０（ｄ）と同様、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、ライヴ演出に対応した各種演出が継続して実行される
。
【０１９７】
　図２０（ｆ）では、メイン表示領域６ａにて保留先読み演出の対象であった保留記憶に
基づく変動表示がリーチになった状態を示す。また、当該変動表示の結果が大当りとなる
可能性の高いことを示唆する「熱」表示が併せて行われる。
　そして、図２０（ｄ）と同様、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、ライヴ演出に対応した各種演出が継続して実行される
。
　このように、本実施形態のパチンコ機５０は、特別演出実行中に通常演出を優位演出と
して選択すると、音声演出、盤ランプ表示演出および枠ランプ表示演出は特別演出に対応
した演出を行うことで一斉演出の一体感を損なわない。しかし、通常演出を選択した遊技
者のみが視認可能で周囲のパチンコ機への影響の少ない画像表示演出に関しては、遊技者
の嗜好に合わせて通常演出に対応した演出を行う。
【０１９８】
　図２１（ｇ）では、メイン表示領域６ａにて保留先読み演出の対象であった保留記憶に
基づく変動表示が大当り表示になった状態を示す。
　そして、図２０（ｄ）と同様、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、ライヴ演出に対応した各種演出が継続して実行される
。
【０１９９】
　図２１（ｈ）では、メイン表示領域６ａにて大当り演出表示を実行する状態を示す。メ
イン表示領域６ａには、遊技状態を報知する「大当り中」の表示や、大当りのラウンド数
を示す「３Ｒ」の表示と共に、キャラクタによるバトル演出表示が行われる。本発明の通
常演出は、図柄変動表示演出に加えて大当り遊技演出を備える。
　なお、この時点で特別演出用シーケンスラインに係る特別演出は、ライヴ演出の終了時
期を迎えており、音声演出としてスピーカ６６から「またねー！！」という音声が発生さ
れる。
　そして、図２０（ｄ）と同様、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａおよび盤
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用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂでは、ライヴ演出に対応した各種演出が継続して実行される
。
【０２００】
　図２１（ｉ）では、特別演出が終了して優先演出選択制御処理２のＳ７７５、Ｓ７８０
およびＳ７８５が実行された状態を示す。メイン表示領域６ａには、図２１（ｈ）のバト
ル演出表示が継続され、一方のキャラクタが勝利した状態が表示される。
　なお、この時点で、演出図柄表示装置６、スピーカ６６、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１
ａおよび盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂの全ての各種演出手段は、通常演出用シーケンス
ラインに基づいた演出に移行されて実行している。このため、音声演出としてスピーカ６
６から発生される音声演出は、バトル演出に対応して「やったああ」という音声になって
いる。
【０２０１】
　このように本実施形態は、優先表示が選択可能なカウントダウン表示を行うことにより
、特別演出が開始されることを把握させることができると共に、どちらを優先表示させる
か選択できる選択期間をも表示することになり、特別演出を楽しみたい遊技者は開始タイ
ミングを逸することなく、通常演出を楽しみたい遊技者は予め通常演出を優先表示するこ
とにより特別演出で遮られることを回避させることができる。このように、本実施形態の
パチンコ機は、ニーズの異なる多様な遊技者の嗜好に柔軟に対応することが可能となって
いる。
【０２０２】
　［第三実施形態］
　次に、第三実施形態のパチンコ機５０について説明する。第三実施形態のパチンコ機５
０は、第一実施形態或いは第二実施形態と略同様の構成を有しており、サブ統合制御装置
８３が実行する通常演出から特別演出への切換処理である優先演出選択制御処理３におい
て相違する。
　以下では、第三実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理３に
ついてのみ、図２２を参照して説明し、第一実施形態および第二実施形態と同様の構成お
よび作用については説明を省略する。
【０２０３】
　図２２は、第三実施形態のサブ統合制御装置８３が実行する優先演出選択制御処理３に
ついてのフローチャートである。本実施形態は、特別演出の実行中には、操作手段による
切換操作に基づき、有効となるシーケンスラインを直接切り換えることで制御を簡素化し
、反復継続した切換操作にも対応可能としている点が特徴である。
【０２０４】
　本実施形態のサブ統合制御装置８３は、優先演出選択制御処理３を開始すると先ず、Ｓ
９００において、特別演出実行カウンタから１減算する処理を実行して、Ｓ９０５に処理
を移行する。
【０２０５】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ９０５で特別演出実行カウンタのカウンタ値が０となった
か否かの判定処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ９０５：ｙｅｓ）、Ｓ９１０に処理を
移行し、否定判定であれば（Ｓ９０５：ｎｏ）、Ｓ９００に処理を移行し、肯定判定（Ｓ
９０５：ｙｅｓ）が得られるまでＳ９００およびＳ９０５をループする。
【０２０６】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出実行カウンタが０となって特別演出の開始時期が到
来すると、Ｓ９１０でシーケンスライン切換フラグに１を設定して、Ｓ９１５に処理を移
行する。シーケンスライン切換フラグは、シーケンスラインの切換が可能な状態であるこ
とを示唆するフラグである。
　なお、本実施形態における特別演出実行中のシーケンスラインと各種演出の対応関係は
次のとおりである。
　音声演出、盤ランプ表示演出および枠ランプ表示演出に係る其々のシーケンスラインは
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特別演出用シーケンスラインに固定され、画像表示演出に係るシーケンスラインに限って
特別演出用シーケンスラインまたは通常演出用シーケンスラインに切換可能となっている
。該シーケンスラインの切り替えは、操作手段の切換操作に基づいて実行される。
　また、特別演出が終了すると、音声演出、盤ランプ表示演出、枠ランプ表示演出および
画像表示演出の全ての演出が、通常演出用シーケンスラインに固定される。
【０２０７】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ９１５で、操作手段としての演出ボタン６７およびジョグ
ダイヤル６８による、通常演出用シーケンスラインへの切換操作が行われたか否かの判定
処理を実行し、肯定判定であれば（Ｓ９１５：ｙｅｓ）、Ｓ９２５に処理を移行し、否定
判定であれば（Ｓ９２５：ｎｏ）、Ｓ９２０に処理を移行する。なお、特別演出用シーケ
ンスラインへの切換操作が行われた場合は、通常演出用シーケンスラインへの切換操作が
行われなかった、すなわちＳ９２５の否定判定として処理される。
【０２０８】
　サブ統合制御装置８３は、通常演出用シーケンスラインへの切換操作が行われると、Ｓ
９２５で、画像表示演出に係るシーケンスラインを、特別演出用シーケンスラインから通
常演出用シーケンスラインに切換え、音声演出、盤ランプ表示演出および枠ランプ表示演
出に係る其々のシーケンスラインは特別演出用シーケンスラインのまま維持して各演出を
実行し、Ｓ９３０に処理を移行する。
【０２０９】
　サブ統合制御装置８３は、通常演出用シーケンスラインへの切換操作が行われなかった
ら、Ｓ９２０で、画像表示演出に係るシーケンスラインを、特別演出用シーケンスライン
に設定（或いは維持）し、音声演出、盤ランプ表示演出および枠ランプ表示演出に係る其
々のシーケンスラインは特別演出用シーケンスラインのまま維持して各演出を実行し、Ｓ
９３０に処理を移行する。
【０２１０】
　サブ統合制御装置８３は、通常演出用シーケンスラインへの切換操作が行われなかった
ら、Ｓ９２０で、画像表示演出に係るシーケンスラインを、特別演出用シーケンスライン
に設定（或いは維持）し、音声演出、盤ランプ表示演出および枠ランプ表示演出に係る其
々のシーケンスラインは特別演出用シーケンスラインのまま維持して各演出を実行し、Ｓ
９３０に処理を移行する。
【０２１１】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ９３０で、特別演出が終了したか否かの判定処理を実行し
、肯定判定であれば（Ｓ９３０：ｙｅｓ）、Ｓ９３５に処理を移行し、否定判定であれば
（Ｓ９３０：ｎｏ）、Ｓ９１５に処理を移行する。すなわち、特別演出の実行中には、優
位演出の切換操作が行われる都度、画像表示演出に係るシーケンスラインを、特別演出用
シーケンスラインまたは通常演出用シーケンスラインに切換可能となっている。
【０２１２】
　サブ統合制御装置８３は、特別演出が終了したら、Ｓ９３５で、シーケンスライン切換
フラグに０を設定し、Ｓ９４０に処理を移行する。
【０２１３】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ９４０で、画像表示演出、音声演出、盤ランプ表示演出お
よび枠ランプ表示演出に係る全てのシーケンスラインを、通常演出用シーケンスラインに
切換え、Ｓ９４５に処理を移行する。したがって、次回の特別演出が開始されるまで、上
述した全ての演出は通常演出用シーケンスラインに基づいて実行される。
【０２１４】
　サブ統合制御装置８３は、Ｓ９４５で、特別演出実行カウンタに初期設定値（例えば１
時間に相当するカウント値）を設定し、本処理を終了する。これにより、例えば1時間後
に再び次の特別演出が開始されることになる。
【０２１５】
　このように本実施形態では、特別演出中は常に優先表示を切り替えることができるため
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、例えば特別演出を優先表示していたが、途中で興味を失ってしまった場合に通常演出に
切り替えたり、通常演出を優先表示していたが、隣のパチンコ機の特別演出を見て自分も
見たくなった場合など、好きなタイミングで好きなだけ切替表示することができるように
なる。すなわち、本実施形態のパチンコ機は、異なる遊技者の嗜好を満足させるだけでな
く、一人の遊技者の状況により変化する嗜好も充足させる効果を奏することが出来る。
【０２１６】
　［他の実施形態］
　（１）上述した実施形態では、特別演出と通常演出が重複して実行される際に、優位演
出として特別演出から通常演出に変更可能とする構成とし、これにより通常演出を望む遊
技者の嗜好にも応えることが可能であった。このような一部の遊技者の嗜好を満足する構
成として、次のような実施の形態も考えられる。
　通常演出は大当り演出時に実行する特典演出を備え、該特典演出は、特典演出の実行前
に遊技者の選択操作により選択されると共に特典演出時に演奏される特典楽曲を備える。
遊技者は、予め大当りになったときに聴きたい楽曲を複数の特典楽曲の中から選択して、
大当りの到来を待ち望むことができる。また一方、特別演出としての定時実行演出（ライ
ヴ演出）は、前記特典楽曲とは異なると共に特別演出時に音声演出として演奏される特別
楽曲を備える。このような構成を前提として、サブ統合制御装置８３は、特別演出が実行
される際の優先演出選択処理にて、予め前記特典楽曲の選択処理が遊技者により為されて
いるか否かの特典選択判定処理を実行する。そして、該特典選択判定処理の判定結果とし
て、遊技者により特典楽曲の選択処理が為されていると判定された場合、優位演出を特別
演出から通常演出に変更可能な状態（例えば、通常演出優先フラグに１を設定）とし、優
先演出変更促進処理によって変更可能な旨を報知するようにする。
【０２１７】
　このように構成することにより、大当り時にのみ聴くことが可能な特典楽曲と、特別演
出時に聴くことが可能な特別楽曲の何れか好む方を選択可能となる。また、サブ統合制御
装置８３は、通常演出に変更可能な状態への移行処理や、優先演出変更促進処理を、通常
演出への変更の可能性の高い場合に限定して実行することが可能となる。したがって、演
出図柄表示装置にて優位演出への変更を促す表示が、常に行われる可能性が低くなり、特
別演出に係る画像表示演出が障害なく実行し易くなる。このため、通常演出への変更を望
む、または望まない、何れの遊技者の嗜好も満たすことができる。加えて、一斉に実行さ
れる特別演出の画像表示演出を、変更促進表示で邪魔される可能性を低下させることがで
きる。
【０２１８】
　また、予め前記特典楽曲の選択処理が遊技者により為されていると判定された場合、通
常演出に変更可能な状態への移行処理や、優先演出変更促進処理を実行せず、優位演出と
して通常演出を実行するようにしても良い。
　これにより、折角予め前記特典楽曲を選択しているのに、また変更処理を行わなければ
ならないという不満を、遊技者に抱かせないことができる。
【０２１９】
　（２）また、多様な遊技者の嗜好を可能な限り満たすという本発明の課題を解決するた
めには、次のような実施形態も考えられる。
　上述した実施形態では、計時手段によって特別演出の実行開始時期が到来すると、常に
実行開始する構成であった。これに加えて、本実施形態の概要は、特別演出実行前に、遊
技者の遅延保持操作に基づいて、特別演出の実行開始時期が到来しても優位演出としての
実行を遅延し、遅延解除操作に基づいて、優位演出として特別演出を実行する。
【０２２０】
　詳述すると、遊技者による操作が可能な遅延操作手段（例えば、演出ボタン６７および
ジョグダイヤル６８）を備えて、サブ統合制御装置８３は、特別演出の実行前に遅延操作
手段による遅延保持操作が行われたか否かを判定する遅延保持操作判定処理（手段）を実
行し、遅延保持操作が行われたと判定されると、特別演出の開始時期が到来しても特別演
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出の優先実行（優位演出としての実行）を遅延する処理を実行する。また、遅延操作手段
による遅延解除操作が行われたか否かを判定する遅延解除操作判定処理（手段）を実行し
、遅延解除操作が行われたと判定されると、特別演出の優先実行を行う。さらに、前記遅
延保持操作が行われたと判定されると、遅延時間の計時を行う遅延計時手段が計時を開始
する。そして、遅延計時手段の計時時間が所定の上限遅延時間に到達したか否かを判定す
る遅延満了判定処理（手段）を実行し、上限遅延時間に到達したと判定された場合には遅
延している特別演出の優先実行を中止する中止処理（手段）を実行する。
　なお、遅延解除操作により行われる特別演出の優先実行は、他の遊技機との一斉演出の
実現を図る以上、特別演出の途中から、他のパチンコ機の演出状態に合わせて、実行する
ように構成される。したがって、本実施形態ではシーケンスラインを採用する方法が好適
である。これによって、遅延解除操作による不定なタイミングで優先実行が行われても、
他のパチンコ機の演出状態とずれが生じない。
【０２２１】
　また、音声等は他の実施形態のように一斉に開始するが、画像演出については遅延させ
る構成も考えられる。特別な演出として表示される画像演出を、音声等とは同期が取れて
いなくても、最初からしっかり観たい遊技者に好適な構成となる。例えば、携帯電話やス
マートフォン等の写真撮影機能によって、単に画像のみを取得したい遊技者にとっては、
音声との同期は必要としないので、そのような遊技者にとって好適な構成となる。
【０２２２】
　本実施形態のパチンコ機は、特別演出を優位演出として楽しむ予定であったのに、例え
ば通常演出としての非常に大当りの期待度の高い変動表示演出が実行されている場合等の
ように、一時的に優先順位が逆転する状況にも対応可能である。つまり、上述したように
構成することで、特別演出を優位演出として楽しみたいので、通常演出を優位演出として
選択するつもりは無いが、当該変動表示の結果だけは確認したいので暫くの間だけ優位演
出としての実行を遅延して欲しい、という遊技者の嗜好を満足させることができる。また
、期待度の高い通常演出が予想以上に長引いてしまい、特別演出の残り時間が一定以上に
少なくなってしまった場合には、中止処理が実行されるので、遅延解除して即、特別演出
が終了してしまったという印象を遊技者に与えない。
【０２２３】
　（３）さらに、通常演出と特別演出を実行可能な遊技機として、次のような実施形態も
考えられる。
　上述した実施形態の構成に加えて、遊技が実行されていない待機状態か否かを判定する
待機状態判定処理（手段）と、特別演出実行中に待機状態である旨の報知を行う待機状態
報知処理（手段）と、待機状態判定処理により待機状態であると判定されると特別演出と
併せて待機状態である旨を報知（例えば、「空き台です」といった表示）し、待機状態判
定処理により待機状態が解除されると前記報知を終了する。特別演出開始前の所定時間の
間、継続して待機状態が維持されていることを条件としても良い。
　このように構成することにより、通常演出とは異なり、遊技が行われているか否かに拘
わらず時期の到来により複数のパチンコ機で一斉実行される特別演出の奏する効果を維持
しつつ、遊技が行われていないパチンコ機を明示することで稼働の低下を防止することが
できる。通常演出は遊技が行われていないと実行されないので空き台か否かが一目瞭然で
判別可能であるのに対して、特別演出実行中には遊技が行われているか否かが判然としな
い。したがって、本実施形態のパチンコ機であれば、一斉演出の効果を損なうことなく、
稼働の低下を防止し、さらに当該パチンコ機が空いていれば遊技をしたいと考える遊技者
が容易に空き台を見つけることを可能とする。
【０２２４】
　以上、本発明に係る実施形態を説明してきたが、本発明の技術思想から逸脱しない限り
、これに限定するものではなく、適宜他の構成を採用することも可能である。
　その一例として、上述した各実施形態では、本発明の計時手段として所定のカウンタ（
特別演出実行カウンタ）を備えて、該カウンタのカウント値を減算することにより計時を
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実行するものを例示したが、他の手段として、現在の時刻を出力するＲＴＣ（リアルタイ
ムクロック）による計時を行うように構成しても良い。ＲＴＣを使用しても本発明の効果
を奏することができる。
　ＲＴＣの駆動電源は、パチンコ機５０に電源投入時には当該投入されている電源を、ま
た電源遮断時には電源基板８５が具備するバックアップ電源（バックアップ装置）を使用
する。これにより、電源投入時は無論、電源遮断時であってもＲＴＣは滞りなく計時を実
行可能に構成される。ＲＴＣの駆動電源については、上述した構成に限らず、電源遮断時
でもＲＴＣの計時機能を維持出来る構成であれば他の方法でも良く、当該機能を充足する
電池を例えばサブ統合制御装置８３等に具備するものであっても良い。
　ＲＴＣを本発明に採用した場合、サブ統合制御装置８３は、搭載したＲＴＣが生成する
時刻に基づいて、サブ統合制御装置８３に搭載されたＣＰＵが特別演出やカウントダウン
演出等の演出を実行するように構成される。つまり、サブ統合制御装置８３は、該サブ統
合制御装置８３が搭載する記憶手段としてのＲＯＭ等に、予め特別演出やカウントダウン
演出等の実行開始時刻や実行終了時刻に係る各種時刻データを記憶しておく。サブ統合制
御装置８３のＣＰＵは、ＲＴＣから入力されるクロック信号から現時刻を取得し、該現時
刻と前記各種時刻データを照合する判定処理を実行し、照合結果に基づいて例えば特別演
出の実行を開始するように構成される。
　すなわち、サブ統合制御装置８３のＣＰＵは、ＲＴＣから日付および時刻に係る日時情
報コマンド（クロック信号）を受信して、該日時情報コマンドに基づいて上述した特別演
出や該特別演出に先立って実行されるカウントダウン演出の実行開始に係る時間制御を行
うように構成される。つまり、サブ統合制御装置８３のＣＰＵは、ＲＴＣから受信した日
時情報コマンドの内容が、予め定めた日時情報と一致するか否かを判断して、一致すれば
特別演出やカウントダウン演出を実行開始するように構成しても良い。
　このように構成することにより、電源投入のタイミングに拘わらず、予め定められた日
時に、上記した所定の演出を実行開始できる。したがって、複数のパチンコ機を設置した
遊技機島設備にて一括して電源投入する必要がない。また、複数のパチンコ機の何れかを
、稼働中に一旦電源遮断しなければならない事態が発生しても、特別演出の実行開始時期
にずれが生じることはないので、当該パチンコ機のみを電源遮断して対処でき、他の複数
のパチンコ機まで稼働を止める不利益が発生しない。
　また、サブ統合制御装置８３にＲＴＣを備えたものでなくても、主制御装置８０に、或
いは他の制御装置に備えて、サブ統合制御装置８３のＣＰＵがクロック信号を受信可能に
構成しても良い。
　これにより、開発設計の自由度が向上する。
【０２２５】
　また、第一実施形態では、演出図柄表示装置６が表示面積において大小関係にあるメイ
ン表示領域６ａとサブ表示領域６ｂを備え、優位な演出として遊技者に選択された演出に
係る画像表示演出をメイン表示領域６ａで、一方、劣位な演出として選択された画像表示
演出をサブ表示領域６ｂで表示する構成を例示した。しかし、サブ表示領域６ｂの配設位
置、メイン表示領域６ａとの面積比等は、適宜変更可能であることは無論であるが、さら
に、この構成に限定せず、遊技者が決定した優劣関係を演出効果に反映することが期待出
来る構成であれば、他の方法でも良い。
　例えば、両表示領域の彩色や発光度合い等、遊技者の嗜好に沿って観賞が容易或いは困
難となる条件付けにおいて、優劣関係が維持されるように構成されるものであれば良い。
つまり、遊技者が観たいと選択した側の画像表示演出の背景色が、他の画像表示演出の背
景色よりも、明度や彩度に関して、観易い条件に設定したり、そもそも当該表示領域全体
の明るさに関して明るく設定し他方の表示領域を暗く設定したりすることで、観賞の容易
性に差が生まれるように構成してもよい。
　このように構成することにより、劣位にある画像表示演出が実行されていても視認性が
低く、優位にある画像表示演出を観賞するにあたり、障害とならないことから、遊技者は
自ら選択した優位な画像表示演出を存分に楽しむことが出来、遊技者の嗜好を満足させる
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ことが可能となる。
【０２２６】
　また、演出図柄表示装置６の表示領域をメイン表示領域６ａとサブ表示領域６ｂで区画
形成するのではなく、表示装置自体を個別の構成として個々に特別演出と通常演出を各々
表示する構成でも良い。その場合、表示装置の大きさ、形状等は自由に設定可能である。
一方を大きく、他方を小さく形成しても、また同等の大きさに形成しても良い。何れにし
ても、優位な演出を優先的に表示演出することが可能であって、その表示媒体を遊技者が
自由に選択できれば良い。
　このように構成することにより、特別演出と通常演出の画像表示演出が個別の構成で実
行されるので、相互に障害となることがなく、遊技者の嗜好を充足する上で有益である。
【０２２７】
　また、第一実施形態では、カウントダウン演出の終了と同時に特別演出の実行開始とな
る例を示したが、当該構成に限定するものではなく、カウントダウン演出の終了から所定
時間が経過した後に特別演出が開始される構成としても良い。このようにすることで、カ
ウントダウン演出終了から特別演出開始までに何れの演出にも該当しない一定の期間が設
定され、遊技者が特別演出の開始を期待して待機する期間とすることができ、興趣の向上
が図られる。
【０２２８】
　また、上述した実施形態では演出ボタン６７およびジョグダイヤル６８を上記手順によ
り操作することで、優位演出の変更意思を判断したが、他の方法でも良い。演出ボタン６
７およびジョグダイヤル６８の何れか一方のみを使用するようにしても良いし、順序を逆
にしても良い。また、他の操作手段を用いて操作を行うようにしても良く、適宜、変更可
能である。これにより、操作手段の構成や、操作内容に制限されることなく、遊技機の設
計の自由度が向上する。
【０２２９】
　Ｓ６５０、Ｓ７５０、およびＳ９２５で、ランプ表示すなわち枠ランプ表示演出および
盤ランプ表示演出が共に、特別演出に対応した内容で実行される構成を例示した。しかし
、これに限定しない。ランプ表示の内で、他の複数のパチンコ機が特別演出を一斉実行す
るときに統一感を欠く虞の比較的に高い枠ランプ表示が特別演出に対応するのであれば良
い。前記統一感を欠く虞が比較的に低い盤ランプ表示は、通常演出に対応するように構成
しても良い。
　このように構成することにより、通常演出を選択した一部の遊技者の嗜好を一層充足し
つつ、一斉演出の統一感も維持することが可能となる。
【０２３０】
　また、第一実施形態の演出図柄表示装置６における表示態様（図１５（ａ）乃至（ｃ）
参照）として、表示される演出が無い場合にもサブ表示領域６ｂを区画表示した例を示し
たが、表示される演出が有る場合にのみサブ表示領域６ｂの区画を表示するようにしても
良い。
　このようにすることにより、メイン表示領域６ａを拡大し、大きな表示領域で表示する
ことができる。
【０２３１】
　また、第一実施形態の演出図柄表示装置６においてメイン表示領域６ａおよびサブ表示
領域６ｂを備え、優位演出と決定された演出（通常演出または特別演出）に係る画像表示
演出をメイン表示領域６ａに表示することで優先実行する構成を例示したが、これに限定
しない。すなわち、優位演出に決定された演出を、優位演出に決定されなかった劣位演出
よりも、優先度の高い、或いは当該演出を選択した遊技者をして観賞容易な条件によって
実行する、すなわち優先実行するのであれば他の方法でも良い。例えば、サブ表示領域６
ｂを備えずメイン表示領域６ａのみを備える構成であっても良い。
　このように構成することにより、狭隘な演出図柄表示装置６の表示領域を、メイン表示
領域６ａだけで占めることができ、遊技者が望む演出を広い表示領域を使って充分に提供
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でき、さらに遊技者の嗜好を充足させることができる。
【０２３２】
　また、第二実施形態では、サブ統合制御装置８３は、Ｓ７５０の通常演出優先実行処理
において、特別演出の変更を許容しない構成となっているが、Ｓ７６５の特別演出優先実
行処理２と同様に変更可能に構成しても良い。
　このように構成することで、特別演出実行中の、演出選択の自由度が増し、より広く遊
技者の嗜好に対応可能となる。
【０２３３】
　また、第一実施形態ではシーケンスラインを用いない構成として例示したが、第二実施
形態と同様に通常演出用シーケンスラインおよび特別演出用シーケンスラインを備え、メ
イン表示領域６ａおよびサブ表示領域６ｂにて並行して画像演出表示を行う構成であって
も良い。
　このような構成とすることで、メイン表示領域６ａおよびサブ表示領域６ｂの画像表示
演出を切り換える場合、不具合無く行うことができる。
【０２３４】
　また、第二実施形態では、サブ統合制御装置８３は、Ｓ７６５の特別演出優先実行処理
２（図１９参照）において、図柄変動中または保留記憶が有ることを条件にしてＳ８１５
の優先演出変更促進処理２を実行する構成となっているが、これに限定せず、保留先読み
コマンド等の大当りとなる期待度の高い特定のコマンドを受信したときに限定して実行す
る構成としても良い。
　このように構成することで、変更促進の表示演出を必要な場合にのみ実行し特別演出の
邪魔にならないようにすることができる。また、変更促進表示が行われることが大当りへ
の期待度の高い報知の機能も担うことになり、興趣の向上に資する。
【０２３５】
　［特許請求の範囲との対応］
　上記実施形態の説明で用いた用語と、特許請求の範囲の記載に用いた用語との対応を示
す。
【０２３６】
　パチンコ機５０が遊技機に、主制御装置８０が主制御手段に、サブ統合制御装置８３，
演出図柄制御装置８２がサブ制御手段，演出ボタン３２及びジョグダイヤル３３が操作手
段に、枠用各種ＬＥＤ、ランプ３１ａ、盤用各種ＬＥＤ、ランプ３１ｂ、スピーカ３０、
演出図柄表示装置６が、各種演出手段に相当する。また、特別図柄変動表示演出及び大当
り遊技演出が通常演出に、ライヴ演出が特別演出に相当する。
【０２３７】
　また、特別演出実行カウンタが、計時手段に相当する。
【０２３８】
　また、優先演出選択制御処理１のＳ６２０、Ｓ６２５、およびＳ６３０、優先演出選択
制御処理２のＳ７２０、Ｓ７２５、およびＳ７３０、特別演出選択制御処理２のＳ８２０
、およびＳ８２５、優先演出選択制御処理３のＳ９１５が、優位演出決定手段に相当する
。
【０２３９】
　また、優先演出選択制御処理１のＳ６５０、およびＳ６５５、優先演出選択制御処理２
のＳ７５０、およびＳ７６５、特別演出選択制御処理２のＳ８１０、およびＳ８３０、優
先演出選択制御処理３のＳ９２０、およびＳ９２５が、優位演出優先実行手段に相当する
。
【０２４０】
　また、特別演出選択制御処理２のＳ８１０、およびＳ８３０が、優位演出変更手段に相
当する。
【０２４１】
　また、優先演出選択制御処理１のＳ６１５による変更促進表示領域６ｄにおける報知、
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優先演出選択制御処理２のＳ７１５による変更促進表示領域６ｄにおける報知、特別演出
選択制御処理２のＳ８１５による変更促進表示領域６ｄにおける報知が、変更可能報知手
段に相当する。
【０２４２】
　また、特別演出選択制御処理２のＳ８００における肯定判定、またはＳ８０５における
肯定判定が、所定条件の成立に相当する。
【符号の説明】
【０２４３】
　６…演出図柄表示装置、３０…スピーカ、３１ａ…枠用各種ＬＥＤ、ランプ、３１ｂ…
盤用各種ＬＥＤ、ランプ、３２…演出ボタン、３３…ジョグダイヤル、５０…パチンコ機
、８０…主制御装置、８２…演出図柄制御装置、８３…サブ統合制御装置。
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